
第 2 2 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 : 平成 2 5 年 3 月 4 日 (月 ) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 5 0 分

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

公益財団法人日本医療機能評価機構



1 . 開会

○事務局 事務局でございます。 まだ、 おみえでない先生もい ら っ しゃいますけれども 、

始め させて頂き たい と思います。

本 日 は、 ご多忙の中お集ま り 頂き ま してあ り が と う ございます。 会議を開始致します前

に、 資料の確認をお願い致します。

初めに、 本 日 の出欠の一覧と 、 次第 と本体資料がございます。

それか ら 、 資料 1 と 致しま して、 分娩中の胎児心拍数聴取について (案) が ございます。

資料 , と致,ま して 圓“集計結果“つい‘ 僕) がございますo
資料 3 と致しま して、 再発防止分析対象事例における脳!曲麻痺発症の主たる原因につい

て (案) がございます。

資料4 と致しま して、 第 3 回産科医療ネ商賞制度再発防止に関する報告書 (案) がござい

ます。

資料 5 致しま して、 テーマに沿った分析に用いた資料一式がございます。

それから 、 参考資料と致しま して、 再発防止に関するアンケー ト の集計結果 (速報) と

い う 資料がございます。

それか ら 、 補足資料と致しま して、 ク リ ップ留めの資料を配付させて頂いてお り ます。

それから 、 メ ト ロ イ リ ーゼ法の留意点 と題 した 日産婦医会医療安全部 と い う 、 石渡委員

長代理のお名前を書いた資料を 1 枚追加で配付させて頂いてお り ます。

それから 、 ガイ ドライ ンな どを置いている束の上に、 胎児心拍数モニターに関する ワー

キンググループの設置について と書いた資料を配付させて頂いてお り ます。 こ ち らの資料

ですが、 従来か ら C T G を教育のために活用すべき と い う ご意見を関係者の皆様か ら頂い

てお り ます。 資料に記載の通 り 、 検討のためのワーキングを立ち上げてお り ます。 メ ンバ

ーには、 再発防止委員会の藤森委員に も入って頂いてお り ま して、 座長である鮫島先生を

中心に取 り ま と めを始めた と こ ろでございます。 具体的にま と ま り ま した ら 、 また改めて



報告させて頂きたいと思います。

本 日 の資料については以上でございます。 乱丁 ･ 落丁等ございま した ら 、 事務局までお

申 しつけ下さい。

それでは、 池ノ 上委員長、 よ ろ し く お願い致します。

1 . 開会

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 先生方、 本当に今 日 はお忙しい と こ ろをお集ま り 頂き ま して、 あ り が と う ご

ざいます。

議事に入る前に、 少 しお話を させて頂きたいのですが、 第 3 回報告書の審議についてで

あ り ますけれども 、 これまで第 2 回報告書までは、 最終的には公開の委員会と しま して、

確認を して頂いて、 報告書を作る と い う こ と を してお り ま したが、 私の前回の進行が悪く

て、 積み残しの議案が残って しまいま した。 そのために、 本 日 は非公開で開催させて頂 く

と い う こ と にな り ま したので、 ご了解頂きたい と思います。

それから 、 前回までで一つだけ残した ものの、 ほ と ん ど審議を して頂いてお り ます。 報

告書の内容と してはですね。 その内容も ほぼ確定して頂いた と い う こ と でございます。

それから も う 一つは、 5 月 1 0 日 か ら 1 2 日 にかけて、 第65回の 日本産婦人科学会の学術講

演会が札幌市で開催される こ と になってお り ます。 それに間に合 う よ う に、 こ の第 3 回の

報告書を完成させて、 その学会場で配布できればと い う ふ う に思ってお り ますので、 ど う

ぞよ ろ し く お願い致します。

そ う い う こ と で、 今 日 の委員会を最終の審議と い う こ と " こ させて頂き ます。 そ してJ順

次印刷等、 具体的な作業を事務局に進めても らいたい と い う ふ う に思います。

次回の委員会の際には、 第 4 回、 今回、 3 回ですけれども 、 次の報告書に向けたテーマ

の選定と い う 作業にな り ます。 したがいま して 、 これは公開で開催したい と い う ふ う に考
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えてお り ますので、 ど う ぞよ ろ し く お願い致します。

それか ら 、 今 日 、 最終審議を して頂き ま して 、 第 3 回の報告書の最終校正は、 委員の先

生方にはメ ーノ漆等でご確認をお願いをする と い う こ と にな る と思いますので、 その裁こつ

き ま して も ど う ぞよ ろ し く お願い致します。 よ ろ しいで し ょ う か。 はい。 あ り が と う ござ

います。

それでは、 積み残しの審議であ り ますが、 分娩中の胎児心拍数聴取について と い う こ と

を事務局から 、 まず、 ご説明をお願い致します。

2 . 議事

1 ) ｢テーマに沿った分析｣ について

○事務局 (御子柴) 事務局でございます。 本 日 、 ご準備致しま した資料 1 と補足資料を

ご覧下さい。

分娩中の胎児心拍数聴取についてでございますが、 こ ち ら轍積み残 しの議題の一つにな

, ま して、 今回よ り 公表 した事伊■1の う ち墜落鷲.は り 胎児心拍数が慈できなか
一博例、 圏を除いた圓を分析蟻と した取 り ま と め と してお り ますo 大き な修正
はございませんが、 修正 した箇所について先生方にご確認頂きたいと思います。

雲齋藤寝袋鰹霧指摘力洗った鞠が圓･ 圓
主な修正箇所と致しま して、 補足資料にページ数等を記載してお り ます。 中盤の原因分

析報告書か らの抜粋につき ま しては、 現在もかな り ページ数も多く なってお り ますので、

重複している 内容ですと か、 表現等を確認致しま して、 でき る だけシンプルな形に取 り ま

と めたいと思いますので、 先生方か ら も 、 こ の記載については引用する のは ど う かな ど、

何かご指摘等ございま した ら 、 ご意見を頂戴できればと思います。

資料 1 の22 、 23ページをご覧頂き ま して、 前回のご審議の際に先生方から 、 周産期委員
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会から出 されてお り ます胎児心拍数波形分類について、 ただ波形の分類を示すだけではな

く 、 その後 どの よ う み こ対応するのか と い う こ と も記載したほ う がいいのではないかと い う

ご意見を頂き ま したので、 続いて24ページに、 胎児心拍菱次波形に基づ く 対応と処置と して 、

表を追加 してお り ます。 こ ち ら も才篩十か ら同様に引用 してお り ますけれども 、 あ く までこ

ち ら は参考と い う こ と で、 ガイ ドライ ンを見て頂 く 際に参考に して頂 く 表 と い う こ と で注

釈と して付けてお り ます。

ただ、 こ ち ら の波形分類に関 しま しては、 前回の審議の際に、 考え方ですと か、 まだ産

科の医療の中でも ご意見が分かれる と い う お話がございま したので、 これを引用する こ と

自 体も ど う かご検討頂ければと思います。

続き ま して、 27ページをご覧下さい。 27ページには関係団体の取 り 組みと い う こ と で、

医会のポケ ッ ト版の紹介を記載してお り ますが、 こ ち ら につき ま しても詳細に記載した方

がいいのではないかと ご意見を頂戴致しま した。

ただし、 波形分類ですと か、 ポケ ッ ト版の細かい内容等をそのまま掲載する にはご意見

も分かれてお り ま したので、 と り あえず今回は、 再発防止委員会 と してこ のポケ ッ ト版が

出版されている こ と を紹介する よ う な文章と して取 り ま と めてお り ます。 こ ち ら に関 しま

して、 も う 少 し追記した方がいい、 あ るいは何かご意見ございま した ら 、 ご指摘下さい。

その他、 助産師会、 看護協会でも 、 胎児心拍数陣痛図の読み方や対応な どについての研

修会が されている情報を以前ご提翹共頂き ま したが、 こ ち ら について も具体的な講習名また

は研修名 、 あ るいはその内容について追記する必要がございま した ら 、 ご意見を頂戴でき

れば と思います。

次、 28ページから再発防止委員会か らの提言に向けた文章 と なってお り ます。 全テーマ

を通 しま して 、 先生方から こ ち らの部分を読むだけでも今回の分析や事例の状況等が分か

る よ う に、 でき るだけ具体的に数値等を入れて詳し く 書いて欲しい と い う ご意見を多数頂

戴致しま したので、 以前の報告書に比べますと かな り 長い記載と なってお り ます。 こ ち ら
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を読むこ と で全体を把握でき る と い う メ リ ッ ト も ございますし、 また、 文章が長い と い う

こ と で読みに く い と いった点も あるかと思いますので、 こ ち ら "こついて も記載の方向性等、

ご意見を頂ければと思います。

具体的な提言の内容については29ページか ら にな り ますけれども 、 今回の補足資料に抜

粋しま したのが、 3 1ページにございます (4) 番 ｢連続的モニタ リ ング中の胎児心拍数陣痛

図の評価は、 以下の間隔で行 う ｣ と い う タイ トルのも と 、 下にガイ ドライ ンを参考に した

表を掲載してお り ます。 こ ち ら は連続的モニタ リ ングの中で、 こ う いった レベルの と き に

はこ のよ う な間隔で判断をする と い う よ う な 、 あ る意味対応の記載ですけれども 、 今回、

再発防止委員会で分析した結果あるいは原因分析報告書の引用からはこれに結びつ く よ う

な具体的な記載等があ り ませんで したので、 若干突然出てきたよ う な提言にもなっている

かと思 う んですれ

ただ、 産婦人科診療ガイ ドライ ンを全体的に提言に結びつける とする と 、 こ う いった記

載と な り ますので、 これを記載する こ と でいいか、 また他の ご意見等があれ“酊頁戴できれ

ばと 思います。

主なポイ ン ト と しては以上です。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。

いかがで し ょ う か。 ご発言はございますか。

○石渡委員長代理 ガイ ドライ ンの考え方なんですけれども 、 ガイ ドライ ンは、 一応、 会

員も含めて コ ンセンサスが得られている状況で、 現時点における 、 これは一つの指針のよ

う な状況になっているわけですか ら 、 一応ガイ ドライ ンはこれに盛 り 込んだほ う がいい と

い う ふ う に思います。

も ちろん、 初めに書いた、 3 年ご と みこ見直す と い う こ と になってお り ますので、 現時点

における と い う こ と が明記されていればいいわけで、 それは20 1 1年 と い う 、 ちゃん と何年

に出 したか と い う こ と が明記されていますから 、 そ う い う 意味でガイ ドライ ンを載せる と



い う こ と 々 こついては私は賛成です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 他にはいかがでし ょ う か。

○藤森委員 先ほ ど、 23ページの波形の レベルの話があ り ま した。 記載するかど う か と い

う 話があ り ま したが、 これも石渡委員長代理がおっ しゃったよ う に、 ガイ ドライ ンに記載

がある項 目 なので、 私も記載する こ と にはヴ異論はございません。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

しかし、 こ の レベルを 1 か 2 か 3 にする には何を見るのか と い う のは、 こ この中には盛

り 込まな く ていいですかね それがない と 、 何が しベル 2 で何が しベル 3 か とい う のが分

か ら ない。 も し、 盛 り 込む と い う こ と で、 大体皆さんはそ う い う ご意見だと思いますけれ

ども 、 ど う ですか。 そ う ですよ メ為

○石渡委員長代理 これだけで分か り ますね。

○池ノ 上委員長 これだけ じゃ分から ないです為 も う 一つ表があ り ま したよね。 遅発一

過性徐脈だと か、 バ リ ア ビ リ テ ィ があるかないかと か。

0上田理事 200 と 20 1ぺ-ジです。 こ のガイ ドライ ンですれ

○池ノ上委員長 だか ら 、 それがあって レベルが出て く る と い う こ と なので。

○事務局 (御子柴) 産婦人科診療ガイ ドライ ン20 1 1 の200~20 1ページに表がございま し

て、 今回引用 してお り ますのが表 I の レベル分類と 、 202ページにあ り ます表mの ｢波形

分類に基づ く 対応と処置｣ を引用 してお り ます。 先生がおっ しゃいま した表□ - 1 と い う

も のが200~20 1ページに、 表□ - 5 まで五つございま して、 その分類でレベル 1 ~ 5 まで

は判断する と い う こ と ですれ それを記載する と い う こ と ですれ

○池ノ上委員長 それはこの ドラ フ ト に。 それを見て も ら っ て、 そ して レベルを決めても

ら う と い う こ と で、 現在ではそ う い う 方向で皆さ んに見て も ら う と い う こ と でいいんじゃ

ないですかね。

○事務局 (御子柴) そ う しま した ら 、 才籠十にあ る表は全部掲載し、 こ う い う ふ う な判断
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でこ う い う 対応をする と い う こ と を 、 一応参考例 と してお示しする と い う こ と でよ ろ しい

で し ょ う か。

○池ノ 上委員長 レベルだけの議論ではかみ合わな く なって く る可能性がある と思います

けれども 、 よ ろ しいですか、 先生方。 岩下委員、 よ ろ しいですよね。 産科の現場の人たち

に と って。

○岩下委員 はい。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

○箕浦委員 本当に細かい と こ ろ を よ く 書けている と思いますが、 1 カ所だけ、 ほんの細

かいこ と ですけれども 、 28ページの 4番 目 の段落をず う っ と読んでいて、 ち ょ っ と 引 っか

かった と こ ろがあるんです為 ｢各施設の状況に合わせて適応を標準化し一 と 。 ｢標準

化｣ と い う 言葉が これでいいのかな と 。 非常に細かいこ と なんですけれども 、 ｢各施設の

状況に合わせた標準化｣ って、 言葉 と して変 じゃないかな と思 う んですけれども 。 ｢標準

化｣ と言った ら 、 何か全国レベルで と い う感 じがする ものですから 。 いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 じやあ、 ど う した らいいですかね ｢適応を決め｣ と かですか。

○箕浦委員 ｢決め｣ でもいいですね。

○池ノ 上委員長 そ う です為 適応をそれぞれ自分たちの施設ではこ う するぞと い う のを

ちゃん と決めておいて下さい と い う こ と ですよ メ為 それでよ ろ しいですか。

○箕浦委員 はい。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

他には何かございますでし ょ う か。

今、 箕浦委員がおっ しゃっていた、 その一つ上の段落の ｢連続モニタ リ ングは胎児低酸

素 ･ 酸血症を正確に と ら え る こ と が可能であ り ｣ と い う のは、 ち ょ っ と 強過ぎるかな と い

う 気がするんですけれども 、 ｢知 る最も有用な手段であ り ｣ と 力冴可かそんなふ う な ぐ らい

の と こ ろがいいんじゃないかと思いますが、 いかがですか。 よ ろ しいですかね
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○箕浦委員 はい。

○池ノ 上委員長 それと 、 28ページの一番下、 その前にも あったんですが、 ｢徐脈の鑑別

には30秒 と い う 時間が極めて重要 と されてお り 、 こ の時間を正確に判定する には 3 cm/分

が優れている こ と か ら ｣ と 、 こ の30秒ルールがあるか ら と い う 意味だと思 う んですけれど

も 。 30秒ルールは、 今、 周産期委員会の中でち ょ っ と議論されています裏為 だから 、

｢正確にパターンを読むためには｣ と か ｢胎児心拍数陣痛図を正確に読むためには 3 cm/

分 と したほ う が誤解が少ない｣ と い う よ う な こ と で、 ｢正確に読むためには｣ と い う ふ う

に しても ら ったほ う がいいと思いますけれどもね。 30秒ルールがあるから ｢ 3 cm/分｣ と

い う のは少 し論理が合わないんじゃないかと思いますけれども 、 いかがで し ょ う 。 よ ろ し

いですか。 ○事務局 (御子柴) はい。 修正致します。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

他には何かご質問はございますか。

○村上委員 先ほ ど、 27ページの助産師会や看護協会の と こ ろの取 り ;組みについて と い う

こ と だったんですが、 日 程等を詳し く 入れる と い う よ り かは、 助産師であってもその ｢産

科診療ガイ ドライ ン20 1 1 ｣ の内容を産科の ドク ターか らその読み方等について研修を受け

ている と い う よ う な内容を付記して頂 く ほ う が よ る しいかなと思います。

○池ノ 上委員長 27ぺ-ジの と こ ろです為

○村上委員 はい。 一番最後です。

○事務局 (御子柴) 産科医の先生方を講師と してそ う いった研修会を開催し受講してい

る と い う こ と ですれ

○池ノ 上委員長 よ ろ しいですか。 いいですか。

○村上委員 はい。

○池ノ 上委員長 他にはいかがで し ょ う か。 よ ろ しいですか。

○勝村委員 子宮収縮薬を使 う 場合の こ と を こ こ に も一言、 入れておいたほ う が よいので
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はないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 どこですか。 28ページですか。

○勝村委員 30ページの表の と こ ろで、 連続モニタ リ ングを必要とする と い う と こ ろで、

子宮収縮薬使用中、 と書き加える と い う こ と です。 後でも子宮収縮薬の話は出て く る んで

し ょ う けれども 、 連続モニタ リ ングができていない事例も ある ので、 こ の分娩監視の と こ

ろでも 、 連続モニタ リ ングを していて も強過ぎる陣痛と かは本当の意味では分からない ぐ

らいなので、 ま して子宮疵純薬を使っている と き に間欠で しか聴取していない と い う こ と

も あったので、 子宮収縮薬の と こ ろ と かぶるかも しれないんですけれども。

○池ノ 上委員長 それを28ページですか。

○勝村委員 28 、 2 9 ぐ らいの と こ ろに、 30ページの表の○-○- 戴こ触れている こ と " こつ

いて 、 本文中でも 1 行触れて欲しい と い う こ と です。

○池ノ 上委員長 30ページの表○-○- 1 の。

○勝村委員 そこの最初に、 子宮収縮薬使用中は連続モニタ リ ング と書いています黄熟

○池ノ 上委員長 使用中 (A) で挙げられていますれ

○勝村委員 その こ と みこ関 して、 本文中でも 1 行触れてお く 、 と い う こ と です。

○池ノ 上委員長 と なる と 、 どこ る こな り ますか。

○市塚客員研究員 例えば28ページの第 2パラ グラ フに ｢連続モニタ リ ングを必要する状

況に実施しなかった事例な どがあった｣ と い う 文言があるんですけれども 、 そ この と こ ろ

に具体例 と して載せる よ う な形でよ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員 そ う です為 ああ、 そ う です為

○池ノ 上委員長 この表は、 その後に出て く る わけです為 表は後か ら。

○事務局 (御子柴) 30ページの表の○-○- 員こ、 子宮収縮薬使用中 (A) と 書いてお

り ます。

○池ノ 上委員長 だから 、 表○-○- 動こ挙げている よ う な状況を こ こで分かる よ う に本
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文中に入れる と 。

○上田理事 そ こ に取 り 上げ られている よ う みこ 、 大事ですので、 どこかにその こ と を触れ

て欲しい と い う ご発言があ り 、 今、 市塚客員研究員から 、 28ページの第 2 フ レーズに子宮

収縮薬について載せま し ょ う と お話しがあ り ま した。

○池ノ 上委員長 例えばこ こ に、 子宮収縮薬使用中な ど、 連続モニタ リ ングが必要と され

る と い う 、 表○-○一 員こ挙げてある よ う な。 他のこ と も 当然重要な こ と ですよね。 それ

も 同 じ よ う み こ入れても ら う と 。 そ う い う こ と でよ ろ しいですか。

○勝村委員 はい。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。

○隈本委員 今 日 、 付録で、 原因分析委員会のほ う で心拍モニターについてのワーキング

グループができ た と い う こ と 、 これは再発防止委員会のメ ンバーも入っている し、 あ る意

味再発防止委員会の仕事の結構重要な部分だと思 う ので、 例えばこれに触れてお く 必要は

ないんで し ょ う かね 要する に、 モニターについて ど う い う :読み方をすべき かとい う か、

新 しい知見を求めて、 今、 検討を しているみたいなこ と を、 こ の再発防止委員会の報告書

に書いてお く 必要はないで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 それはど う ですか。 機構のほ う と しては。

○隈本委員 ワーキンググループその も のは、 ど この委員会に所属 している こ と になるん

ですか。 原因分析委員会ですか。

○上田理事 これは、 機構内で大分議論し、 また池ノ 上委員長 と原因分析委員会の岡井委

員長 と も相談して、 当然、 それぞれの委員会に関連しますが、 モニターに関 して 、 まず専

門家で検討し、 具体的な作業を して頂こ う と い う こ と で、 メ ンバーにはそれぞれの委員会

の委員も入ってお られます。 こ の ワーキンググループの位置づけ と しては運営糸団織の中に

立ち上げます。 今後 ど う するかは、 検討していきたいと思ってお り ます。 帳本委員がご指

摘の よ う に、 原因分析委員会、 再発防止委員会、 色々 と 関係があ り ますので。 岡井委員長
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を始め皆さんが と にか く 早 く これを出 して欲しい と い う 強い要請があ り ま したので、 と に

か く 早く 作業を していこ う と進めています。

○隈本委員 私もずっ とぜひぜひと い う ふ 引こ言っていたので、 実現する こ と は非常に喜

ばしいんですけれども 、 それはやは り 本来、 本来な ら と言 う か、 僕も どこがやって もいい

と思っているんですけれども 、 再発防止委員会のお仕事かも しれないな と思っています。

そ う い う 意味では、 藤森委員が入って頂ける ので、 あ る意味、 こ こ もこ色々 なワーキンググ

ループを どん どん作って教訓を見出 しま し ょ う よ と い う ふ う に僕も提言していたので、 そ

れが別の形で実現して非常にあ り がたいんですが、 こ の再発防止委員会と して再発防止報

告書に書く 必要はないんでし ょ う かね と い う こ と だけです。 ご検討頂ければ。

それはいずれも非常に期待されている部分だと思 う んです表為 た く さ んの集積した、

何か今までみたこ と のないサイナソイ ダルみたいな も のが出ている と かそ う い う 話があ り 、

それが脳′陸麻痺に結びついている と した ら一体原因は何だろ う みたいなこ と を どん どんエ

キスパー ト の先生方が分析して頂 く のは非常に期待でき る しあ り がたいんですけれども 、

それを どの委員会の どの報告書でど う い う ふ う に世の中に発信してい く かと い う こ と は、

これは再発防止委員会と してはポ リ シーを決めておいたほ う がいいかな と思っています。

○池ノ 上委員長 どこかに。 どこかち ょ っ と 、 今、 パ ッ と ,思いつき ませんけれども 、 ど こ

かにそ う い う 動き がある と い う こ と が分かる よ う な文章を入れる と い う こ と みこ して、 そん

な こ と でよ ろ しいですかね

○隈本委員 はい。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

他はよ ろ しいですか。 では、 ど う も あ り が と う ございま した。

事務局は他にはございませんか。 これについてはよ ろ しいですか。 はい。

それでは、 あ り が と う ございま した。 これで分娩中の胎児心拍数聴取るこついて と い う と

こ ろ を終わ らせて頂き ます。
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それでは、 ｢数量的 ･ 疫学的分析｣ について と い う と こ ろに移らせて頂き ます。

それでは、 説明をお願い致します。

2 ) ｢数量的 ･ 疫学的分析｣ について

○事務局 (原) それでは 資料 , と資料 , になはす。 まず資料 , をご覧下さい。 圓
鬮“集計結果ですけれども 、 前回から 幼所修正を衝ておはずo
まず、 1 1ページをご覧下さい。 表 1 - 4 - 9 の分娩誘発 ･ 促進の処置の有無ですが、 前

回、 ｢重複あ り ｣ の表 と ｢重複な し｣ の両方の表を見比べて頂きま して、 こ ち らの ｢重複

あ り ｣ のほ う が分か り やすい と のご意見を頂き ま した。 併せて、 誘発 と促進の定義を記載

してはど う か と の ご意見がございま したので、 注1 ) の と こ ろですが、 こ こ に ｢分娩誘発｣

は陣痛開始前に行ったも の、 ｢分娩促進｣ は陣痛開始後に行ったも の と記載を してお り ま

す。

も う 一つ、 注3) の と こ ろですが、 分娩誘発 と促進の両方を実施した件数を示しては ど う

かと の ご意見がござ･ ･ま したので、 圓と記載してお り ます。
続いて、 19ページをご覧下さい。 1 9ページの表 1 - 5 - 8 、 出生児に実施した蘇生処置

ですが、 こ ち ら も 同 じ よ う に 、 前回、 ｢重複あ り ｣ の表 と ｢重複な し｣ の表を見比べて頂

き ま して、 こ ち らの ｢重複あ り ｣ のほ う が分か り やすい と のご意見で した。

また、 こ こ に並んでいます人工呼吸か らア ド レナ リ ン投与まで、 四つの処置について、

いずれも実施していない件数を示してはど う か、 併せてその理由を記載したほ う が よい と

“ご意見がございま したので、 表の番詫いずれも実施 ｢な し, が■と してお り ます。
併せて注3) の と こ ろに、 ｢上記のいずれも実施な し｣ は出生時には蘇生を必要とする状態

ではなかった事例である と の記載を してお り ます。

続いて 、 次のページ、 20ページにな り ます。

表の 1 - 5 一10の新生児診断ですが、 こ ち ら も前回 ｢重複あ り ｣ と ｢重複な し｣ の表を
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見比べて頂き ま して、 こ の表については ｢重複な し｣ のほ う が分か り やすい と のこ と でし

たので、 表の差し替えを行ってお り ます。

最後が、 2 1ページにな り ます。 表の 2 - 1 - 4 の分娩機関の病棟ですが、 前回、 ご確認

頂き ま した混合病棟な “の病棟区分“表を‘ ‘ ‐‘追記致しま した。 鬮の集計結果“つ
いては、 以上です。

も う 一つ、 資料 3 をご覧下さい。 脳!曲麻痺発症の主たる原因について (案) 、 こ ち らの

修正点は、 2 カ所ございます。

まず、 L点 目 が 玉ページの二つ 目 です。 脳′圏麻痺発症の主たる原因の分類の考え方とい

う と こ ろですが、 前回、 1 行 目 と 2行 目 の と こ ろ 、 ｢脳′圏麻痺発症の原因は、 分娩開始前

または分娩中の胎児の低酸素 ･ 酸血症 と 、 出生後の新生児の低酸素 ･ 酸血症の 2 つに大別

される ｣ と い う 部分について、 後半の文章と のつなが り がないので削除するか、 も し く は

つなが り をもたせて記載したほ う が よい と い う ご意見がございま したので、 その文章の後

ろに大別 される二つの具体的な内容を記載しま した。

具体的には 2行 目 の後半から にな り ますが、 ｢分娩開始前または分娩中の胎児の低酸

素 ･ 酸血症等を引 き起こす主な原因 と しては、 臍帯脱出、 子宮破裂等が考え られる 。 また、

出生後の新生児の低酸素 ･ 酸血症等を引 き起こす主な原因 と しては、 感染、 頭蓋内出血、

帽状腱膜下血腫等によ る 出血性シ ョ ッ ク な どが考え られる ｣ と してお り ます。

も う L点が 2 ページにな り ます。 2 ページの後半の ｢また｣ 以下の文章ですが、 前回、

脳!曲麻痺の原因については、 病態によ る もの と 医療介入によ る も のがある こ と が分かる よ

う にする こ と が必要だと のご意見がございま したので、 こ の ｢また｣ 以下の と こ ろに要因

と して、 二つの要素がある こ と を追記してお り ます。

2行 目 か らですが、 ｢例えば常イ湖台盤早期剥離の要因については、 妊娠高血圧症候群、

過短団臍帯、 喫煙や外傷な どがあった。 臍帯脱出の要因については、 胎児先進部が未固定で

の人工被膜や櫛助氷、 過長臍帯、 母体の胎位変化な どがあった。 子宮破裂の要因については、
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既往帝王切開やT O L AC な どがあった。 その他にも 、 何 らかの形で脳′圏麻痺に関与して

いる と考え られる も の と して、 吸引分娩と ク リ ステ レル胎児圧出法の併用、 子宮収縮薬の

投与な ども あっ た｣ と 、 こ の よ う に記載を致しま した。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。

今、 追加分で、 まだ未審議の部分、 それか ら先生方のご意見を頂いて変更された部分を

説明頂き ま したが、 いかがでし ょ う か。

○ 田村委員 資料 3 の 1 ページ 目 の ｢ 2 . 脳′曲麻痺発症の主たる原因の分類の考え方｣ の

と こ ろです。 脳!競麻痺と直接因果関係は難しいかも しれませんけれども 、 ｢分娩開始前ま

た分娩中の胎児の低酸素 ･ 酸血症を主な原因 と してこれこれ｣ があって、 ｢出生後の新生

児の低酸素 ･ 酸血症な どを引き起こす主な原因 と して｣ と なっていて、 新生児仮死が どこ

に も入っていません。 一般には、 新生児仮死は比較的軽いものは呼吸 ･ 循環動態の胎外生

活への移行が う ま く いかなかったために生じて、 重症の場合には、 さ ら なる原因が胎児期

か らある場合が多い と考え られますけれども 、 新生児仮死も低酸素幽霊血↑醐尚症の主要な

原因の一つに挙げられていますので、 こ の ｢また｣ の後の感染の前力瀦装 ぐ らいに ｢新生児

仮死｣ と い う 言葉も入れておいて頂いたほ う がいい と 思います。

○池ノ 上委員長 入れる場所は、 先生、 感染の前ですか。

○ 田村委員 感染の前がいいかと思います。

○池ノ 上委員長 ｢引 き起こす主な原因 と しては、 新生児仮死、 ｣ 。

○ 田村委員 ｢新生児仮死、 感染｣ と 。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 これが入っていないのは何かあったんですかね 何か理

由があ り ますか。 事務局のほ う は、 考え られま したか。

○市塚客員研究員 原因分析報告書の記載には、 あま り ｢新生児仮死｣ と い う 言葉がない

と い う の も一つだと思いますが。

○ 田村委員 だか ら 、 仮死がも と も と 一番最初の大き な原因なのか、 も し く はお腹の中の
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問題があった結果、 も し く は分娩中問題があっての結果なのか、 そ この鑑別がつかないか

ら 、 結局、 そ う い う 表現になっているんだと思います。 しかし小児科の立場から見る と 、

新生児仮死に よ る脳障害 と い う のは十分あ り 得るわけで、 ただ、 そ う だと言いき る には、

他にもその前に臍帯脱出 と か色々 な問題があったから と い う こ と で、 新生児仮死だけが主

な原因 と るま されなかっただけの こ と と思います。 小児科学的には新生児仮死が抜けている

のはおかしい と思います。

○池ノ 上委員長 いかがですか。 よ ろ しいですかね

恐ら く 、 田村委員がおっ しゃっている のは、 胎内ではいわゆる ぎ り ぎ り の と こ ろで、 そ

れが脳↑型麻痺の原因にな り そ う な と こ ろまでは追い込まれていないんだけれども 、 出生後

のアダプテーシ ョ ンが う ま く でき ないために、 そ こで脳障害につなが る よ う なケース も あ

り 得る と 。 それは新生児仮死が主な問題だと い う よ う な ご発言ですよね。

○上田理事 私ども 、 それぞれの事例に関 して、 その原因について、 主な原因ですと か、

それが何によ る ものだと か、 それ ら を全部表に しま して、 その中か ら こ のよ う な整理を し

ています。 概念的にはご指摘はあ り ますけれども 、 その原因の と こ ろの記載と しては、 新

生児仮死ですと かそのよ う な原因 と しての取 り 上げがあ り ませんので、 こ う い う 形で整理

しま した。

○池ノ 上委員長 こ こで、 今の文章の後、 ず う っ と行って、 ｢出血性シ ョ ッ ク な どが考え

られる ｣ と 。 これはこ こ で出てきた事例を見て考え られる のか、 あ るいは教科書な どで考

え られるのか、 これは どっ ちのス タ ンス なんですかね。 田村委員がおっ しゃったのは教科

書的に、 新生児学的に考えればそ う い う こ と だ と 。 今、 事務局がおっ しゃっている のは、

こ こ の事例をず う っ と いっ て、 そ う い う ふ う な判断が原因分析委員会でされたのがなかっ

た と い う よ う な こ と の よ う ですね。

○市塚客員研究員 そ う です。 基本はこの表○-○- 1 の 4 ぺ-ジですれ この と こ ろか

ら分かってき たこ と を文言に している と い う 形にな り ますので、 こ の 4 ページの表○-○
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- 1 の と こ ろに新生児仮死がございませんので、 本体のその文章にも ない と考えて頂けれ

ばいいのかなと思 う んですが。

○池ノ 上委員長 とする と 、 少 し こ こ の文章が総論的な文章なのか、 実際的な文章なのか、

少 しあいまいです黄熟 後のほ う も僕も ち ょ っ と 思 う と こ ろがあったんだけれども 、 教科

書と か、 バイ ブル的なものではこ う い う こ と なんだ と い う議論と 、 こ の原因分析委員会で

上がってきた事例の一つ一つか ら集めた ら こ う い う のがみえますと い う ふ う な文章なのか

と い う と こ ろが行った り 来た り している よ う な気が しているんですけれども為

○市塚客員研究員 ですので、 も し こ の場で、 こ この部分は一般的な総論で行き ま し ょ う

と い う こ と で委員の先生方に認めて頂ければ、 この と こ ろに新生児仮死とい う のを入れて

も よ る しいかな と思います。

○勝村委員 こ の資料 3 は、 あ く までも原因分析報告書をずっ と縦に見ていって、 主たる

原因 と して書いてある記述だけを抜き 出 した ら こ う な り ま した と い う こ と しか書いていな

いんですれ だから き ちん と あ らか じめ こ う い う 形で定型的に分類していき ま し ょ う と か、

最初に色々 な先生方が、 本来はこ う い う 形で分類のカテゴ リ ーの中に主たる原因 と い う も

のを医学的に も また科学的には入れてい く べき である と い う 枠の中にそれぞれの事例を入

れていこ う と しているわけ じゃな く て、 たまたまそれぞれの報告書の中で、 文言と して残

っていた ものだけを ピ ッ ク ア ップしているだけなので、 再発防止委員会の立場からみた と

き に、 も う 少 し う ま く 分類でき ないも のかな と思って しま う のは無理もないと思 う んです

よね。 原因分析委員会のほ う も 、 そ う い う こ と を意図 して書いていないわけなので、 文章

を普通に書いている 中でたまたま出てき た り 出て こ なかった り と い う 、 文字数の限られた

中で書いているわけですから 、 だか ら 、 こ の資料に関 しては、 やっぱ り も っ と その趣旨を

明確にすべきで、 あ く までも原因分析の報告書にたまたま出てきた言葉を網羅した ら こ う

な り ま した と い う こ と で、 やっぱ り 再発防止委員会と しては原因分析委員会の人たちに負

担をかけない範囲でも う 少 し本当の分類を してい く 、 意味のある カテゴ リ ーの表を作って、
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そ こ にそれぞれの事例を落と してい く よ う & こ していかない と 、 本当 にその原因によ る もの

か、 特に、 僕、 前も言いま したけれども 、 色々 な医療介入があって 、 ど う い う 介入があっ

た場合は脳性まひが多いのか と い う のを明確にする と い う こ と は、 再発防止の立場か ら非

常に意味がある と思っているんですけれども 、 ち ょ っ と配慮して頂いた と い う こ と ですが、

文章 と してはやっ ぱ り そ こ は明確になっていないので、 こ の文章を再発防止につなげてい

く と い う のは非常に難しいと思 う んですよ 又為 も う 少 し分かる よ う に していかない と 、 こ

こか ら も縦に並べて表に している部分、 色々 なこ と が分かって く る はずなんですけれども 、

今、 田村委員のおっ しゃ る よ う な意見が出て く る の も無理もないと思 う んですよ メ為 だか

ら 、 そのあた り 、 ち ょ っ と書き方 と か、 今後のこの原因についての文章を作ってい く う え

でち ょ っ と検討が必要だと 思 う んです。

○板橋委員 結局、 起こ っ た事象に関 して、 直接的な原因 と誘因、 結果と が同 じ レベルで,

並べ られているため、 問題がややこ しいのだと思います。 低酸素血症や酸血症は、 出生直

後の状態から見れば新生児仮死ですよ メ為 でも 、 それは表現されていない。 一般の人が読

めば、 ｢新生児仮死｣ と い う 言葉が全く 出て こ ない と い う のはすご く 違和感を覚えるのは

事実だと思 う んです為

やは り 、 こ の冒頭の ｢分析対象における ｣ と 書いてある がゆえに ｢新生児仮死｣ と い う

言葉が出なかったので、 これはむ しろ ｢分析対象における ｣ じゃな く て ｢一般に｣ と か と

い う 言葉で置き換えて、 その文章の中で新生児仮死を入れる と も う 少 し展開が楽になる と

思います。 それか ら こ の資料 3 の 1 ページ 2 , 2 段落 目 ですか、 そ この と こ ろでは今回の

原因分析の結果を引用 してきているわけですから 、 その辺を使い分ける と も う 少 し分か り

やすいかと思います。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 こ こ のフ ァース トパラ グラ フの一番最後が、 ｢帽状腱膜下血腫

等によ る 出血性シ ョ ッ ク な どが考え られる ｣ と 、 こ の ｢考え られる ｣ と 書いてあるか らや

やっ こ し く な る ので、 ｢な どが挙げられている ｣ と か と言って、 そ して ｢一般的には｣ 新

1 7



生児仮死も含めたこ う い う も の も あ る と い う よ う な総論の部分と 、 分析対象の中でみ られ

た もの と がはっ き り 分かる よ う に 、 ち ょ っ と こ こ を書き換えて頂いた らいいん じゃないで

すかね

○藤森委員 今、 新生児仮死の話が出ていたんですけれども 、 新生児仮死と 同 じ レベルで

話をする と 、 胎児仮死、 今で言 う ｢胎児機能不全｣ と い う 言葉が出てこないの と 、 多分一

緒だと思 う んですよ メ為

結局、 この書き方の方針と して、 教科書的なこ と を書 く のか、 それ と も こ の原因分析委

員会でみえてき たこ と だけを書く のか、 僕はあま り 教科書的なこ と を書かないほ う がむ し

ろいいん じゃないか と い う のが、 色々 な も のの報告を見てきて明 らかになってき ている こ

と が逆にぼけて しま う ん じゃないかと い う気がするので、 僕は見えたも のだけでいいんじ

ゃないかな と い う 気がするんですよ ヌ為 む しろ 、 胎児仮死、 新生児仮死が起こ った理由に

ついて、 臍帯脱出であ り 、 子宮破裂であ り 、 そ う い う こ と が起こ っているから と い う こ と

の解釈で、 結局はほ と ん どアシ ドーシスになって、 低酸素になって、 新生児仮死になって

いるわけですから 、 幅状腱膜下血腫と かそ う い う もの と い う のは、 生まれた と き 、 も し く

は分娩時のそ う い う 何か し らの障害によ って新生児仮死が起きていて、 も と も と は胎児仮

死が、 胎児機能不全がなかった事例 と い う意味だ と僕は思っているんですけれども。

ですから 、 原因の中に ｢胎児機能不全｣ ｢胎児仮死｣ と い う 言葉が入っていないの と 同

じ よ う に ｢新生児仮死｣ が入っていない と い う ふ う に、 仮死がある も のだと思って僕はず

っ と来たつも り でいるんですけれども 、 ほぼ全て入っているん じゃないでし ょ う か。 全て

新生児仮死なんじゃないで し ょ う か。

○隈本委員 私も実はそれに大変賛成です。 と い う か、 原因分析の中では、 わざ と ｢胎児

機能不全｣ と い う 言葉を使っていません。 ｢胎児機能不全｣ と い う のは状態であって、 そ

れが起き た原因は低酸素 ･ 酸血症である と い う ふ う に書き な さ い と言って、 わざわざ原因

分析報告書か ら ｢胎児機能不全｣ と い う のを 、 状態を表す言葉以外、 原因分析の中か らは
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削っているので、 な く しているわけですよね。 だか ら 、 それを一般的に書いて しま う 必要

はないんではないかと い う の と 、 一つは、 一般的に書いて しま う と 問題が一つ発生するの

は、 こ の制度が対象に している のは ｢分娩に係る ｣ と い う と こ ろの限定旬付きの脳↑馨麻痺

で、 一般に ｢脳小型麻痺は｣ と い う ふ う に言って しま う と 、 他の先天性異常も含めた原因を

書かなき やいけな く なっ て しまい、 収拾がつかな く な る危険性があるので、 こ の制度で分

析を している のは とい う ふ う に言 う んだった ら 、 こ の ｢分析対象における ｣ と 書いた後、

こ の原因分析報告書に出て く る文章で、 だから考え られる と い う 言葉で締めずに と い う よ

う な、 原因分析報告書にはそ う い う 記載がある と い う ふ う な書き方のほ う がいいん じゃな

いでし ょ う か。

○板橋委員 僕も基本的には同意見です。 ただ、 そのこ と をあ らかじめ こ こ に触れておけ

ばいいこ と であって、 それが触れていないで読み始める と 、 僕 らは委員であるため理解で

きますが、 それ以外の方はそれが分か ら ないんですね。 行き着く と こ ろは胎児仮死であっ

た り 新生児仮死であった り するわけで、 その先に脳↑型麻痺があるわけです裏為 そこの流

れの どこ の部分を分析対象と して予防を考えているのか と い う のを明確にすればいいだけ

の こ と だ と は思います。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 藤森委員のご意見、 それか ら今の 田村委

員のご意見も 、 最初の こ の新生児仮死と い う 言葉の取 り 扱いですが、 今、 板橋委員が言わ

れたよ う に、 これは事例から見る 、 そ して何が分かったか と い う のを再発防止の観点でま

と め る と い う のは、 やっぱ り あるべき姿だろ う と思 う んです為 あま り 教科書的な もの と

か文献的なものばっか り が前に出て しま って、 そ して実際に起こ っ たこ の貴重な事例に対

しての分析、 あ るいは再発防止 と い う のが薄れて しま っ ては、 こ の委員会そのものの役割

にはな ら ないので、 こ この考え方、 今、 これを考え られる と書いてあ り ますけれども 、 は

っ き り と そ う い う こ と が分かる よ う なメ ッセージを入れて頂 く と い う こ と で、 ど う で し ょ

う かね 田村委員、 いかがですか。 その よ う な取 り 扱いで。
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○田村委員 了解しま した。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。 他には何か、 はい。 ど う ぞ。

○岩下委員 同 じ資料 3 の 4ページの原因で、 蒸し返しにな り ますけれども 、 一つ分から

ないのは、 妊娠糖尿病に伴 う胎盤機能不全とい う のが主たる原因に挙がっていますけれど

も 、 これは ど う い う こ と を考えたのかと い う こ と と 、 それか らその下にも あ り ます、 車中

の墜落分娩における被膜児が主たる原因である と い う ふ う に書いてあ り ますが、 これを原

因に挙げていいのかど う かですれ これは、 要する に車中が問題なのか、 そのる蜘莫児が問

題なのか、 墜落分娩が問題なのか、 その辺は原因分析委員会でど う い う ふ う に表現されて

いますでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 分か り ますか。

○事務局 (御子柴) 原因分析委員会の記載と い う こ と ではな く 、 こ ち らで取 り ま と めて

こ の標題に した理由 と致しま しては、 墜落分娩だけでは低酸素になる決定的な要因ではな

く 、 また被膜児 と い う こ と だけでも決定的に低酸素の原因 と なる も のではな く 、 こ の事例

の状況と しては、 車中で医療者がいない状態で墜落産を して、 かつ被膜児であったこ と で

葡瑚莫をする医療者いなかったために、 臍帯からの血流が途絶えた状態 と な り 、 低酸素 と な

ったこ と が こ の一語で分かる よ う に と い う思いのも と 、 こ の標題に しま した。 一応、 第 2

回の報告書にも こ ち ら を掲載してお り ま して、 こ ち ら の一言でその状況の想像がつ く よ う

に と い う こ と で、 こ う いった表記に致しま した。

妊娠糖尿病に伴 う 胎盤機能不全と い う のは、 原因分析報告書からの用語の引用です。

○岩下委員 この女戦賑糖尿病に伴 う 胎盤機能不全と い う のは、 何か胎盤に所見があったん

ですかね ど う してこ う い う推定を下 したのか、 ち ょ っ と僕に分から ない と こ ろがあるん

ですけれども 。

○池ノ 上委員長 原因分析委員会の表現は分か り ますか。

○上田理事 では確認します。
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○池ノ 上委員長 では、 岩下委員、 後でよ ろ しいですか。

他には何かございますか。 よ ろ しいで し ょ う か。

○勝村委員 僕は、 やっぱ り この 4ページの表○-○- 鋼こ しても 、 レベルがそろってい

ないので。 だけ ど、 皆さ んおっ しゃ る よ う み こ 、 その原因分析の報告書を縦に見た ら こ う な

り ま した と い う 事実は事実なので、 それはそ う 明記してそ う しても ら っていいと思 う んで

すけれども 、 こ の こ と を再発防止につなげよ う と した と き に、 やっぱ り レベルがそろって

いないと思 う んですよ 。 つま り 、 例えば最終的には低酸素状態になっても 、 そ こか ら急い

で処置をすれる潮尚小型麻痺にな ら なかったかも しれないみたいなものが、 最後、 直近の問題

と してあるわけで し ょ う ね。 そ こ を放置していた と か、 そ こからの蘇生法が悪い と か と あ

る わけで、 原因 と い う のは、 直近の原因から 、 最初の誘因か ら 、 それか ら主たる原因 と か

ある わけなので、 それぞれの事例に対して原因 と い う も のはそ う い う 構成になっているん

だよ と い う こ と を論理的に明確に して、 そのあた り を意識して今後書いて も ら う よ う にで

も しても らわない と 、 報告書を縦にま と めて こ う な り ま した と言 う だけでは、 本当にそれ

が文章の中で、 そ う いった複数ある原因の校正を理解した論理で書いて下さい と言 う の と 、

たまたま何と な く 書いている原因 と い う の と は違 う と思 う んですよね。

だから 、 僕は、 せっか く こ こ までき ている のでも う 少 し丁寧に主たる原因 と い う も のを

分析していって欲しい し、 特に、 ど う して も避けがたいよ う な こ と と 改善していける部分

と い う ものを明解に分けていける と い う こ と を 目 的に して こ う い う も のを作っていって欲

しいので、 そのために どんな分類の表に当てはめてい く こ と ができ るかな と い う ふ う にみ

ていって も ら っ て、 ち ょ っ と長 く て 申 し訳ないですけれども 、 報告書に こ う 書いてあった

から と い う だけのま と めを超えて、 やっぱ り 報告書に書いていないこ と まで僕 らは言えな

いですけれども 、 報告書の流れは分かるわけですから 、 そ こか ら分析して、 こ う い う も の

も原因になっている可能性がある と い う こ と をま と めていける よ う に しない と 、 これで終

わ り 、 と い う こ と ではち ょ っ と物足 り ないな と い う気がするんですけれども 。
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。池上委員長 約 し“ る通 り で、 圓と かき ･ う 数が出‘き た“でこれでみ‘ と ･
やっ ぱ り 常イ湖台者盤早期剥離とい う も のは ど う み こか しない と いけないな と 。 そ うする と 、 今、

おっ しゃったよ う み こ 、 時間的な経過の分析だと か施設の分析だと か と い う こ と が次に出て

こない と いけない。 そ して、 ど う い う も のが整えば再発防止につながるかと い う よ う な議

論につながってい く と い う よ う なステ ップになる と思 う んです為

ですか ら 、 今回はこの表で行き ますけれども 、 次回か らはそ う い う い く つかのポイ ン ト

を絞って、 十分な数が出てきた と い う と こ ろでそ う いったこ とやってい く と い う 方向に恐

ら く 行かない と いけないん じゃないかと い う ふ う に思います。 おっ しゃ る通 り だと思いま

す。

○勝村委員 一応、 具体的に言っておき ますと 、 私の妻の場合の原因分析なんてい う のは、

裁判を通して色々 な先生方に して も ら っているわけですけれども 、 妻の場合は、 必要のな

い子宮収縮薬の投与によ って強過ぎる陣痛が来た、 過強陣痛が来た。 過強陣痛が原因に入

っている のはあるわけですよ 戈為 こ の表には過強陣痛が、 7 個 目 ぐ らいにあ り ますよ メ為

その過強陣痛によ って胎盤早期剥離になった と なっているわけですよ 、 私の妻の場合は。

その胎盤早期剥離になったけれども 、 胎盤早期剥離が直近の大問題じゃな く て、 その後の

処置が遅れて、 ず う っ と放置を していた。 その放置を している と き に、 連続監視を してい

なかった。 だか ら 、 気づ く のが遅れた。 遅れてか ら も帝王切開の判断をする までに何個か

問題があった。 その う ち 、 一番最後に異常に気づいてか らの放置が一番よ く ない と い う こ

と で、 そ こが主たる原因だ と 、 直近過失のほ う を判決は と ちれた と 。

そ う い う ふ う に、 全て何か重なってきて、 こ こ だった ら間に合 う と か、 こ こでこ う して

いた ら助かる と か、 色々 な こ と があ るわけなので、 何かそれの中の一つだけを捉えて、 こ

う だった と い う ふ う に言っている と い う のが 、 一個一個のその事実に対して非常に軽 く な

って しま う と言 う 気が します。 一つ一つの事例の事実か ら学ぼ う と 思 う と 、 やっぱ り こ こ

だろ う 、 こ こ が大切だろ う と い う 、 せっか く 表に して頂いたので、 こ の表を さ ら にク ロ ス
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していってみてい く よ う な感 じ と い う ものが本当の原因分析になる と思 う ので、 そ う い う

こ と を 目 指すよ う な形と い う のは、 簡単でないと思 う のですが、 気持ち と して も っておい

て欲しいと思 う んです。

○池ノ 上委員長 ま 割こそ う で、 例えば診療所で分娩中に常イ胡錠盤早期剥離じゃないかな

と い う のが起こ った。 それに ど う 対応するか と い う と こ ろで、 その地域でどの よ う な体制

が可能だったか、 あ るいは可能でなかったか。 その体制がゆえに、 本来な らばこの く らい

の時間で対応されるのが一般的なのに、 その地域でのそのケースに と ってはも う ち ょ っ と

時間がかかって しま った と い う よ う な こ と は、 これか ら明 らかに していかなければいけな

いこ と だろ う と思 う んです。 それはかな り 大き な問題ですけれども 、 やは り 最終的に色々

なターゲッ ト を絞 り 込んでい く と 、 今の よ う な問題も 当然扱っていかない と いけない と い

う こ と にな るだろ う と 思います。 次回か ら ちゃん と でき るか ど う か分か り ませんけれども 、

常イ望胎盤早期剥離に対してはも う そろそろそ う いった分析の方向に入らない と いけないん

じゃないかな と思います。 それぐ らいのケースがだんだん集まって く る ん じゃないかな と

い う ふ う に思います。

○勝村委員 それから 、 子宮破裂に して もそ う で し ょ う え為 なぜ子宮破裂したのか、 子宮

破裂してから の処置が ど う だったのか。 その前後二つを合わせた三つ ぐ らいがやっぱ り 原

因 と してある と思 う んです為 子宮破裂を した原因。 だか ら 、 原因の書き方 と い う のは、

レベルや論理構成をそろえていかなければいけない。 やっぱ り それぞれの思いつき の レベ

ルをま と めているだけなので、 ち ょ っ と こ こか ら も う 一回 り 良い形の表にぜひ。

○上田理事 今の話はこれまでも ご指摘があ り ま した。 2 ページにあ り ますよ う に、 これ

はあ く までも原因分析報告書に記載されたものを ピ ッ ク ア ップして整理してお り ます。 ま

さ るこ原因分析報告書に、 こ の発症の原因は何々 である と か、 こ の よ う に記載が されてお り

ます。 そ して、 ｢また、 ｣ 以下の記述にあ り ますが、 例えば常f湖台盤早期剥離の要因につ

いては、 妊娠高血圧症候群、 過短臍帯、 喫煙や外傷な どがあった。 こ の よ う に記載されて
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います。 最後に、 今回は、 前回からそ う ですけれども 、 その主たる原因だけを記載してい

ますが、 勝村委員がご指摘のよ 効こ 、 要因の分析も重要であ り ますので、 こ こ は、 今、 委

員長がおっ しゃ られま したよ う に、 これから ｢テーマに沿った分析｣ の中で、 具体的に子

宮破裂な どの色々 な要因に関 しては、 よ り 深 く 分析を していきたい と思ってお り ます。

○池ノ上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございま した。 よ ろ しいで し ょ う か。

○藤森委員 今の と 関連して、 ち ょ っ と確認ですけれども 、 今後の方針と して、 色々 な報

告書を見ますと 、 不適切な対応であった と い う ふ う にはっ き り 書いてある も の も あ り ます

し、 その中で、 今、 お話があ り ま したよ う に 、 例えば常‘湖鋭盤早期剥離だった ら 、 診断が

遅れたのか、 それ と も対応が遅れたのか、 その ぐ らいの分析と言 う か表現の仕方で、 今後、

再発防止委員会 と して報告してい く のかと い う 、 それ く らいの大まかな と こ ろはやっぱ り

決めておいたほ う がいいよ う な気がするんですが。

○池ノ 上委員長 おっ しゃ る通 り で、 例えば'第 2 回の報告書の中には常‘湖剤盤早期剥離の

中でかな り の部分に切迫早産と しての治療を行われていた と い う よ う なのが明 らかになっ

てき ま した。 何%だったかち ょ っ と 忘れま したけれども 、 そ う い う のはだんだん事例が集

ま ってき ますと はっ き り 分かってき て、 我々 も数値と して皆さ んにお知 らせする と い う こ

と ができ るだろ う と思 う んです為 方向性と してはそ う い う ふ う になるべきだろ う と思い

ます。

○勝村委員 時間がないのであれですけれども 、 原因なので、 すご く 大事なこ と だと思 う

んです為

今、 おっ しゃったよ う に、 例えば診断が遅れたのか、 処置が遅れたのか、 と い う こ と の

違い と い う のは、 主たる原因 と してはすごく 大事だと思いますし、 最終的に子宮が例えば

破裂した と かと い う と き なんかでも色々 な段階がある ので、 一番大事なのは、 低酸素脳症

が不可逆的な脳↑塑麻痺になって しま った原因 と い う のは何かと い う 見方も裁判ではされる

わけですよ ヌ為 つま り 、 子宮収縮薬を投与していた。 子宮破裂も して しまった。 でも 、 一
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番最後に、 それに気づ く のが遅 く て、 そ こか らず う っ と放置していた。 それが不可逆的に

して しま った、 つま り 、 本当の も と に戻 らない脳↑型麻痺に して しま った と 。

だか ら 、 原因 と い う のは、 何が誘因だった と か、 何でそんな病態になったのか、 その病

態になったけれども 、 も と に戻せるかも しれなかったのが本当に不可逆的に重度の脳′圏麻

痺になって しま って、 低酸素脳症を回復でき なかった理由 と い う と こ ろが何なのかと か、

何か、 こ う い う ふ う に考える とすご く 難し く て 、 あま り 無理を事務局に強いる こ 割は した

く ないんだけ ど、 僕は原因分析報告書を書いて く れている人たちに、 ち ょ っ と そのあた り

を意識した形と い う も のを、 誘因 と か不可逆的になって しま った理由 、 それか ら誘因な り 、

主な り と い う ぐ らい、 い く つかそれぞれの事例か ら原因を複数ピッ ク ア ップして も ら う 形

のほ う が健全だと思 う わけです。 それぞれの事例か ら 1 個だけ原因を出すと い う こ と が非

常に、 どの 1 個を出すのか、 不可逆的になって しま った理由 を出すのか、 そ こが定ま って

いない。 だから 、 過強陣痛と書く 場合も あれば、 子宮破裂と書く 事例も あれば、 色々 出て

きて しま っている と思 う ので、 ち ょ っ と そ う い う こ と を依頼する よ う な こ と 々こ も して もい

いん じゃないかな と思 う んですけれども 。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 こ う い う 臨床事例 と い う のは流れがあって、 色々 な事象が重な

っていった り 、 あ るい みは一つが出てきて終わった り と 、 色々 な こ と があ り ます裏為 だか

ら 、 そ う い う 事例自体の流れ、 臨床的な流れと い う も のを しっか り つかまえて原因分析が

される と い う と 、 今、 勝村委員がおっ しゃった よ う な と こ ろが浮かび上がって く る んだろ

う と思います。 だから 、 原因分析委員会のそれぞれの委員の方たち もずいぶん色々 なこ と

をやってお られるので、 方向性と いいますかね、 何が重要な、 今、 観察すべき 、 あ るい“は

分析すべき こ と なのか と い う のは、 やっぱ り 時代 と と も に色々 なも のが明 らかになって く

る と と も に少 しずつ変わってい く と い う こ と で、 しっ か り と 目 的を達成する よ う な、 そ う

い う 委員会になっていって も らいたい と 思います。

ですか ら 、 実際の事例があって 、 ある程度の こ と が分かった ら次に行き ます、 分かった
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ら次に行き ますと い う と 、 やっぱ り 積み重ねが必要なので、 実際の事例をいかに積み重ね

るか とい う こ と が、 やっぱ り こ の再発防止委員会でやるべき仕事で。 それを色々 な と こ ろ

にフ ィ ー ドバ ッ ク してい く と い う こ と だろ う と 思います。 基本的に。

○勝村委員 この脳′曲麻痺発症の原因 と書いていますけれども 、 これは低酸素状態になっ

てい く 原因 と い う 意味なのか、 不可逆的に脳小型麻痺と して固定して しま った原因 と い う意

味なんですか。

脳↑堕麻痺発症と い う のは、 つま り 低酸素状態になって も胎児の予備能と かがあって復活

します黄熟 脳↑堕麻痺発症の原因 と言っているのは、 不可逆的に脳!曲麻痺と い う 状況にな

って元に戻れない状況に して しま った原因 と い う こ と を書いている と い う 意味なんですか

ね

つま り 、 原因分析委員会の委員の先生方が、 そのあた り の コ ンセンサス と い う のは取れ

ているのかど う か と い う のが、 僕は気になるわけです。

○市塚客員研究員 あ く までも これは原因分析委員の先生によ る報告書があ り ますけれど

も 、 そ こ に今回の脳小型麻痺の発症の原因はこ う こ う こ う である と い う 文言を再発防止委員

会 と しては羅列的にピッ ク ア ップして集計している のが現状なので、 そ この原因分析委員

会の部会ごと の コ ンセンサスが得られているかど う かは、 我々 が言及する も のではないの

かなと思 う んですけれども 。

○上田理事 2 ページの これは、 原因分析報告書の ｢脳!曲林痺発症の原因｣ の項よ り 一部

抜粋です。 多 く は、 例えば下にあ り ますよ う に、 脳!幽麻痺発症の原因はこれこれこれの胎

児低酸素状態が持続したこ と であ る と 考え られる 。 そ して、 その原因は常イ湖合力盤早期剥離

である と いった形で記載されていま して、 多 く は月台児低酸素 ･ 酸血症です。

それから も う 1 点、 勝村委員のご質問にお答え しますと 、 こ の産科医療ネ酬賞制度、 そ し

て原因分析はあ く までも責任追及する のではな く 、 原因を明 らかに して、 そ して医療レベ

ル、 産科医療の質を高めてい く こ と が 目 的です。 ですから原因分析の原因については、 搬
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送された医療機関から も情報を頂き なが ら 、 でき るだけ原因の究明に努めています。

一方、 先ほ ど藤森委員か ら医学的 レベルが低い と 医学的評価についてお話があ り ま した。

原因分析は原因 と 医療行為を結びつけて、 何の医療行為が問題だと分析する のではな く て、

今申 し上げま した、 発症の原因を明 らかに していき ます。

それから 、 原因 と 関連の医療行為の診療行為の レベルも評価を して、 今後、 レベルを高

く する こ と が求め られますので、 医学的言鮖面をき ちん と行って、 そ して改善策を提言しま

す。 と 同時に、 原因 と は関係がな く て も主な医療行為、 例えば子宮収縮薬ですと かモニタ

ーの判読ですと か、 主な処置と 力学り断については医学的評価を行って、 そ して改善策を提

言します。

ですか ら 、 先ほ ど勝村委員がおっ しゃ られた、 その気づかなかったこ と が原因である 、

そ う いった論点も あるかと思いますけれども 、 こ の報告書では、 そ う い う観点ではな く 、

今、 申 し上げま したよ う に原因を究明 し、 そ して主な診療行為についての医学的評価をき

ちん と して、 今後は医療の レベルを上げる よ う 改善策を記載する 、 そ う い う構成になって

います。 そ こで、 必ずしも ご指摘の よ う な点が原因分析報告書には書かれていないと思い

ます。

○池ノ 上委員長 いや、 勝村委員のご質問は、 どの時点でこれが原因 と い う ふ う に考える

か。 だか ら 、 低酸素だけで原因 と な る こ と は、 まずないんです為 ある程度低酸素が進ん

でい く と 、 こ の脳 自体が耐え られない と い う よ う な状態になって脳′盤麻痺になっている と

い う わけです。

ただ、 恐 ら く 、 部会の各委員はそ う い う観点で分析を している と思います。

例えば、 こ の再発防止委員会の中でも明 らかになってきたのは、 こ の く らいの低酸素パ

ターンが出てき て、 その場合胎児は十分耐え られるはずなのに、 耐え られな く て脳障害に

な り ま した と い う 事案も あるわけです為 それを よ く 見てみる と 、 背景に子宮内感染が乗

っかっている と か、 そ う い う こ と が出て く る わけです。 だからそ こ ら辺の幅 と い う のは、

27



先ほ ど言いま したよ う “こ 、 事例の流れと い う ものを見なが ら分析をやってい く 。 その分析

委員は、 恐 ら く そ う い う観点でみているん じゃないかと い う ふ 引こ僕は思っています。

○勝村委員 非常にそ う い う こ と も分かっているつも り で、 責め るつも り "はないんですけ

れども 、 その幅が残る のは絶対残る と思 う んですけ ど、 その幅を狭める努力 と い う こ と だ

けだと思 う んですけど。

○池ノ 上委員長 そ う ですね

○勝村委員 今、 こ の 事ページの 2番 目 の脳小型麻痺発症の主たる原因の分類の考え方とい

う のは、 一応理解はでき るんです。 この再発防止委員会 と しては分類している ので、 その

考え方って。

僕が、 今、 言っ ているのは、 原因分析委員会のほ う での分類の考え方じゃな く て、 そ も

そも主たる原因 と い う も のの考え方と い う もの、 これの コ ンセンサスが得られているのか

と い う こ と です。 得 られていないな らば得られていない と入れてお く べきだし、 得 られて

いるんだった らその定義も こ こ に付記すべきで、 ち ょ っ と そ こ のあた り で幅 と言 う か、 カ

テゴ リ ーの形と い う のを僕たちにみえて く る よ う に してい く こ と がいいんじゃないから思

います。

○池ノ 上委員長 そ う です為 少 しフ ィ - ドバ ッ ク を我々 のほ う か ら 出 しなが ら 、 そ こ を

整理してい く と い う方向を少しサポー ト とする と い う こ と をやってい く よ う に致しま し ょ

う かね

他に何かございますか。 よ ろ しいで し ょ う か。 はい。 あ り が と う ございま した。

それでは、 ち ょ っ と 、 今、 時間が遅れてお り ますけれども 、 次に移らせて頂きます。

それでは、 議事の3) ですかね 臍帯脱出について と い う こ と で、 事務局からの説明をお

願い致します。

3 ) 第 3 回産科医療ネ酬賞制度再発防止に関する報告書 (案) について
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○事務局 篩P子柴) 資料4 をご覧下さい。 補足資料も併せてご覧頂けますでし ょ う か。

臍帯脱出に関連してお り ますのは、 補足資料 1 、 2 、 3 と なってお り ます。

こ の後、 他 4 テーマ、 ご審議頂きますけれども 、 全体を通しま して資料4 でございます ド

ラ フ ト原稿ですが、 細かな誤字脱字は、 こ の後事務局でも き ちん と確認致しま して修正致

します。 また、 表のタイ トル、 縦横の向き等も 、 印刷の関係上あま り 上手く いっていない

と こ ろ も ございますので、 そち ら も併せて修正致します。

あ と 、 以前の審議の中でご意見を頂き ま した、 文章の間に己翔行等を上手く 使って、 ま と

ま り ですと か、 流れを分か り やすいよ う る こ と ご意見を頂き ま した。 その点も 己翳行が全部詰

まって印刷されている状況でございますので、 そ う いった体裁につきま しても併せて修正

致します。

例えば資料4 の54~55ページですが、 教訓 と な る事例 と い う こ と で、 原因分析報告書を

抜粋した項がございます。 こ ち ら 々こは、 原因分析報告書か ら抜粋したこ と が分かる よ う に

明記して欲しい と い う ご意見を頂き ま したので、 右上に枠で囲みま して、 原因分析報告書

よ り 一部抜粋と記載を してお り ます。 こ ち ら も印刷の関係で色が薄く なってお り ますが、

背景の部分をグレーに した り 、 他のページですと 四角で囲った り と 、 再発防止委員会の記

載と の区別が分かる よ う に明記する予定でございます。

他、 例えば69ページをご覧頂き たいのですが、 69ページからは再発防止の提言に向けて

の記載にな り ますが、 こ ち ら "こつき ま して も 己齋行等を う ま く 使って文章が分か り やすいよ

う に記載を して欲しい と い う ご意見を頂き ま したが、 今回の原稿で改行が全部詰まって し

まっ てお り ます。 こ ち ら も頂いたご意見に合わせて調整致しますので、 ご了承下さい。

あ と 、 全テーマを通しま して、 各テーマご と に第 1 回、 第 2 回の提言を文末に参考と し

て掲載してお り ます。 提言につき ま しては、 引 き続き提言するのであれば今回の提言に盛

り 込むのか、 第 1 回の提言を別に記載するのか と ご意見等を頂戴致しま したが、 一応、 現

時点での事務局の整理と致しま しては、 今回の提言が何なのかが分かる よ う に、 前回の提
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言も重要な内容である こ と には変わ り ないんですけれども 、 分けて記載を しま した。 前回

の提言につき ま しては参考と い う こ と で、 各テーマの後ろに資料と して掲載をする と い う

形を取ってお り ます。 今回の提言についてはカ ラーで掲載し、 第 1 回、 第 2 回の過去の提

言については白黒で、 今回の提言が よ り 分かる よ う に工夫を しているつも り でございます

ので、 ご了承下さい。

では、 具体的な内容に移らせて頂き ます。 まず、 資料の47ページをご覧下さい。 資料4

の47ページです。

47ページは、 分析対象にみられた背景 と い う こ と で、 表 4 - II - 1 と して記載してお り

ます。 注釈の表記は修正致します。 こ ち ら につき ま して、 項 目等、 また区分等が、 これで

よ ろ しいかど う かご汪確崗認頂きたい と 思います。

次に、 49ページ、 表 4 - II - 2 、 メ ト ロ イ リ ンテルを使用 した事例の経過 と い う こ と で、

表が横向き になっていて申 し訳あ り ませんが、 前回、 時間の経過が分かる よ う に記載を し

て欲しい とい う ご意見を頂戴致しま したので、 右端に新し く セルを加えてお り ます。 メ ト

ロ の脱出から臍脱までの時間、 妊産婦の移動から臍脱までの時間 と い う こ と で、 臍帯脱出

が起きた時点を 0 と 致しま して、 そ こ までの経過した時間を事例ごと に記載致しま した。

メ ト ロ が脱出 してから臍脱を起こすまでに時間が経過 してから発症している ものがある と

い う こ と が今回の事例から言えた こ と ではないかと ご意見を頂き ま したので、 その時間経

過について追記してお り ます。 こ ち ら についても事例の傾向等、 ご確認頂き たいと思いま

す。

次に、 資料5 1ページをご覧下さい。 こ ち らは人工亙瑚莫を実施した事例の経過 と い う こ と

でお示し致してお り ま して 、 こ ち ら も 同 じ く 前回お示 し致しま した表に、 時間経過を追記

して 、 右端に補瑚莫か ら臍脱までの時間、 妊産婦の移動か ら臍脱までの時間 と追記致しま し

た。

人工蹠“関しま して“･ 人工硼莫を した直後に臍帯脱出を起こ した事例が鬮ござい
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ます“で、 臍脱ま③時間か うα霊力皿と 力鬮とかか う よ う な事例が多 く な.
ている のが特徴かと思います。

次に52ページに、 表 4 - ロ ー 4 と い う こ と で、 分析対象事例の臍脱診断後の状況と い う

こ と で、 全件の表をお示し してお り ます。 こ ち ら "こ も前回の表から右端に、 臍脱診断後か

ら児の娩出までの時間 と い う こ と で、 時間経過を追記致しま した。

分娩方法等がその左側に記載されてお り ますけれども 、 帝王切開を している事例に関 し

ま しては臍脱を診断してから娩出までの時間 とい う こ と で、 事例の傾向になるかと思われ
-~ 圏圏 -

ます。 こ ち ら も こつき ま しては文章で、 その上の文章の (3) 診断後の状況に最短が鬮鬮、 最

長.棚、 平均が鬮でぁ‐た と ･ ･ う 文章を記載してお り ます“で･ ご蘇下さいo
次に、 64ページをご覧下さい。 こ ち らか ら65ページにかけま して、 下垂と脱出、 胸膝位

と骨盤高位のイ ラス ト を こ ち ら の委員会か ら のオ リ ジナルと い う こ と で記載してお り ます。

前回、 65ページの胎児先進部の拳上の図につき ま して、 一般的には緊急時にス ト レ ッチ

ヤー上で移動する と き な ど、 骨盤高位が一般的ではないかと ご意見を頂戴致しま した。 ま

た、 内診指につき ま しては右手と左手の議論も ございま したので、 一応、 片方ずつ違った

手に してお り ます。 こ ち ら を両方と も記載するのが よ ろ しいのか、 それと も一方が よ ろ し

いのかと い う こ と をご確認頂きたい と い う こ と 、 ま た、 一応医療者向け とい う こ と も ござ

いますが、 産科医でない方が見て も胸膝位と い う のが ど う い う 姿勢なのかが分かる よ う に、

保健指導の面を考慮して、 例えば先進部の拳上するのは どち らか一方で、 どの よ う な体位

を取って欲しいのかと い う観点で両方載せた方がいいのか と か、 凸確認 e ご意見等を頂け

ればと思います。

また、 本 日 、 補足資料 2 と して、 こ のイ ラス ト を拡大したものを ご用意してお り ますの

で、 細部の臍帯のつなが り ですと か、 指の位置ですと か、 自室の位置ですと か、 そ う いった

解剖学的あるいは医学的におかしな面がないかど う かご確認頂きま して、 こ のまま報告書

に掲載する形 と な り ますので、 ご意見等ございま した ら頂戴でき ますでし ょ う か。
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急ぎの説明で申 し訳ございませんが、 次に65ページの下か ら 、 以前か ら載せてお り ます

R C O Gのガイ ドライ ンの引用でございます。 こ ち ら み こついては掲載する と い う こ と で概

ねご意見を頂戴していたかと思いますので、 よ ろ しいかと思いますが、 実際の公表に向け

て、 細部の確認を して頂きたいと思いま して、 本 日 、 補足資料 3 と して英訳 と和訳の対比

表をご用意しま したので、 これでよ ろ しいのかを最終確認頂ければと思います。

原稿の65ページに記載している も のを一番上か ら 1 ~ 12 と致しま して記載してお り ま し

て、 エ ビデンス レベルは右端にそのまま表記してお り ます。 エ ビデンス レベルの説明につ

き ま しては、 補足資料 3 の 3ページ割こ引用 したものを掲載してお り ますので、 併せてご

覧下さい。

ま と めて説明 させて頂き ます。

次が68ページですけれども 、 68ページの4) 番の と こ ろに、 関係学会 ･ 団体の動き と い う

こ と で、 メ ト ロ イ リ ンテルについての医会の調査について記載してお り ます。 本 日 、 石渡

委員長代理から資料を頂戴してお り ますので、 こ ち ら の記載はも う 少 し具体的にするべき

かど う かな ども ご意見を頂ければと思います。

他は69ページ以降、 他のテーマ と 同 じ く 提言に向けての文章及び具体的な提言を記載し

てお り ますので、 こ ち らでよ ろ しいかご確認下さい。

また、 臍脱につき ま しては73ページか ら フ ローチャー ト 、 前回は簡単なものでございま

したが、 今回は印刷業者で作成頂き ま して、 73 、 74ページに案と して掲載致しま した。 こ

れで見やすいか見に く いか、 また具体的な記載について、 ご指摘頂ければ乙思います。 以

上です。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございま した。

いかがでし ょ う か。 ただいまの臍帯脱出についての説明でございま したが。

○箕浦委員 メ ト ロ の件なんですが、 私、 ど う も 自分の経験か ら注入量に前か ら こだわ り

があって、 今回の提言ではガイ ドライ ンに従って41m1以上 と い う こ と が何回か出て く る ん
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ですo 実際に“表“何ぺ‐ジ･にあ･表を見ますと 、 全菩鬮以上な“で、 編ま り 今
回“事例か らみえ‘“ ‘ と れロ.、 圓以上入れた事例につ･ては特に注意する と か、
そんなよ 訓こ したほ う がいいん じゃないかな と思 う んですが。

○事務局 箒P子柴) 資料4 の49ページに、 表 4 - ロ ー 2 と して、 メ ト ロ イ リ ンテルを使

用 した事例の経過 と い う 表にメ ト ロ イ リ ンテノ瑳更用時と い う こ と で、 滅菌水の注入量が上

から と記載があ り ますので、 こ ち ら を ご覧下さい。

○箕浦委員 これは、 昔、 当院で150ccのオバ ト メ ト ロ を使っていたこ ろはたまに臍脱が

わく ですから ･ 今回“つい‘言えば、 こ “集積した事例から言 う と 、 編ま り圓以
上は特に要注意 と い う よ う な文言が入って もいいのかな と い う よ う に私は考えていますが、

いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 注入量については どこかに文章では触れてあ るんで したっ け。

○箕浦委員 41 cc と い う こ と は し ょ っ ち ゅ う 出て く る んです。 ガイ ドライ ンに従って 、 41

m1以上 と い う こ と はよ く 出て く る んですけれども 。

o池ノ 上委員長 あぁ･ 書いてぁる 。 分析 と して“注入量は馳が圓、 こ こ に-つ入
ってお り ますれ

0上.理事 ･'ぺ‐ジ以降“提言の中に、 今、 箕浦委員がおっ しゃった、 圓はよ り 注意
しま し ょ う を記載するかですね

○箕浦委員 今回のデータから行き ます と 、 それは言える のではないかと 。 再発防止 とい

う観点では言って もいいのかな と い う のが、 私の。

○池ノ 上委員長 量についての記載を。

○石渡委員長代理 メ ト ロ の こ と で、 どれぐ らい実際に使われている のか と い う こ と の調

査を して欲しい と い う 、 そ う い う こ と があ り ま して、 医会のほ う で調査した結果が こ こへ

出てお り ます。

それで、 明 らかにメ ト ロ を入れた場合の臍脱の頻度は有意差があって 、 出ます。 それで、
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分析でき ないの も実はある わけで、 その分析できたものを話します と 、 これは 1 年間の分

析ですが、 全部で分娩数が54万7 , 000 ご ざいま して 、 その中での臍帯脱出が60例あ り ます。

メ ト ロ を入れた場合の臍帯脱出がその中で10例あるんですけれども 、 これを入れた群と入

れない群で比較していき ます と 、 こ こ に表を書き ま した よ う み こ 、 明 らかな有意差があっ て 、

入れた群に多い と い う こ 割ま分かっています。

それか ら 、 次に、 メ ト ロ の種類ですけれども 、 脱出を起こ しているのはフジメ ト ロ とネ

オメ ト ロ 、 こ の 2 種類だけです。

注入量につき ま しては記載のないものがあるんです為 ネオメ ト ロ については1 00 、 1 00 、

不明 、 不明なんですれ ネオメ ト ロ は 4 つあるんです。 だけ ど、 普通、 100入れる と い う

こ と は、 1 00以下 と い う こ と は通常ないので、 恐 ら く 、 1 00以上入れている と思 う んですね。

あ と も う 1 つ分からないのは、 フジのほ う です。 フジは脱出 した10例の中の う ち 6 例が

フジメ ト ロ で、 40 、 1 00 、 1 20 、 1 50 、 1 50 、 1 50なんですれ 40 と い う のはあるんですけれ

ども 、 40 と い う 量を、 フジメ ト ロ を入れても あんま り 意味がない。 これはち ょ っ と これか

ら確認しますけれども 、 場合によ っては、 これは400なのかも しれない。 今 日 、 ち ょ っ と

具体的に出せなかったのは、 不明 と い う のが二つある こ と と 、 40 と い う 、 ち ょ っ と 考え ら

れないのがある ので、 これを確認した う えで出せれば出 したいと思っているんですけれど

も 。

ただ、 メ ト ロ の使用頻度である と か、 それから あ と 、 メ ト ロ入れた場合の脱出、 入れな

かった場合の脱出、 それを比較検討しますと 、 統計学的に明 らかに有意差がある と 。 こ の

部分だけは出 して もいいん じゃないか と 思っています。 出すこ と については医会のほ う は

異存ございません。

○箕浦委員 それは医会のデータ をぜひ使って頂いて。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

0箕浦委員 と い う のはこのデ‐夕 から行 く と 、 やっぱ り みんな圏以上な“で、 それ
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は入れたほ う がいいんじゃないかな と思っています。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 いかがですか。

○岩下委員 せっかく 医会のほ う で調べて頂き ま して、 これは貴重なデータだと思 う んで

すが、 メ ト ロ と他の陣痛誘発に色々 な処置を行った場合での有意差検定と い う のはやって

い ら っ しゃ ら ないのですか。

○石渡委員長代理 例えば、 子宮内ラ ミ ナ リ ア と かですね。 いや、 これはあ り ません。

○岩下委員 総分娩数は 自然に陣痛が来て生まれた症例が比較対象になっているわけです

れ

○石渡委員長代理 そ う です。

○岩下委員 何力斗也の方法でそ う い う誘発を した ら 、 子宮収縮薬でも結構ですし、 そ う い

ったもの と比べて臍脱が起こ った奨励は把握していますか。

○石渡委員長代理 今回は、 臍脱事例についての詳細なこ と は調べてお り ません。 そ こま

で調べる と 、 かな り 緊急と言 う か、 そ う い う 短い時間の間に、 まず統計が取れないこ と と 、

それから 、 恐 ら く メ ト ロ を使っている 力堵吏っていないか と い う こ と る こついては、 分娩機関

からすぐデータ と して出ますけれども 、 その他の詳細な分析でき る よ う な、 そ う い う フ ァ

ク ターまで入れてい く と 、 恐 ら く 回収率が悪く なっ ちゃ う と思 う ので、 まず、 と り あえず

今回はメ ト ロ が どれぐ らい使われているかと い う 、 その実態が分から なかったものですか

ら 、 こ う い う よ う なデータ になったわけです。

○岩下委員 分か り ま した。

○箕浦委員 も う 一つ、 事務局にち ょ っ と質問なんですが、 メ ト ロ の使用例ですね。 これ、

未葡助永のものだけで、 それ と も既補助永の もの も使われていますか。 ち ょ っ と詳細、 忘れて

しま ったんですけれども 。

○事務局 (御子柴) 49ページの表 4 - ロ ー 2 に、 目 炙擶物永の ｢あ り ｣ ｢な し一 と して、

例えば番号 1 と している事例ですと 、 補助氷があってメ ト ロ を使って と い う よ う な事例にな
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るかと思います。

ただ、 時間の経過がち ょ っ と書いてお り ませんので、 メ ト ロ の挿入前なのかの記載がも

し必要であれば、 注釈等でつけ加えたいと思います。

○藤森委員 入れた と き に醇瘤毛助永 した と い う 意味じゃないんですか。

○箕浦委員 在欧水を した後に入れたかど う か記載はあ り ますか。

○事務局 (御子柴) 確認致します。

○池ノ 上委員長 いいですか。 はい。

そ う した ら 、 石渡委員長代理か ら頂いたこの資料を どこかに、 これは産婦人科医会から

の資料だと い う こ と で入れさせて頂 く と い う こ と でよ ろ しいですか。

○石渡委員長代理 ぜひよ ろ し く お願い します。

○池ノ 上委員長 よ ろ しいで し ょ う か。 委員の先生方。

○小林委員 医会のデータ は非常に貴重なデータで、 これでオッズが 3 程度あるので、 注

意して使 う と い う こ と のかな り 警鐘になる と思 う んですが、 後半の と こ ろのフジメ ト ロ と

ネオメ ト ロ に対して、 例えばハヤシメ ト ロ は175例ですので、 臍帯脱出は 1 万分の 1 で出

て く る も のなので、 ハヤシが安全かど う か と い う のは、 これだけではち ょ っ と 多分言えな

い と思いますので、 商品名 なんでし ょ う かれ

○上田理事 そ う ですね。 これは商品名です。

○小林委員 そこまではち ょ っ と言い過ぎかな と い う 気は します。 こ の二つだけが危ない

と い う 表現は、 少 し言い過ぎの よ う な。

○石渡委員長代理 他のメ ト ロ は注入量が限られてき ちゃ っているので、 要する に注入量

が少ないんですよ 又為 あ と 、 形態も も ち ろん違いますけれども 。

○小林委員 そ う い う 注釈があったほ う がいいかな と思います。

○池ノ 上委員長 そこ は誤解が生じないよ う な こ と を配慮して取 り 扱って頂 く と い う こ と

で、 よ ろ しいで し ょ う か。 はい。 あ り が と う ございま した。
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他にはよ ろ しいで し ょ う か。

それでは、 次、 常‘湖台盤早期剥離ですか、 お願い します。 さ っ き の和訳の と こ ろは、 ま

た、 先生方にご覧頂いて、 お気づき になった と こ ろはまた事務局のほ う みこ ご意見を頂けれ

ばと思いますけれども 。

○上田理事 図は両方必要ですか。

○池ノ 上委員長 じやあ、 65ページの図はいかがでし ょ う か。

○上田理事 この二つの図が必要か、 あ るいは骨盤高位だけでいいか。

○池ノ 上委員長 骨盤高位だけでいいかと い う こ と ですね。 いかがですか。 胸膝位が問題

です為 胸膝位があま り や られていないんじゃないかとい う こ と で し ょ う 。 何かこ う する

と胸膝位を しな さ い と い う よ う な感 じになって、 ミ ス リ ー ドかも しれません>為

○事務局 (御子柴) 実際に例えば妊産婦に指導する際な どは、 骨盤高位と い う のはご 自

身で保って頂 く のは難しいかと思 う んですけれども 、 そ う いった際には ど う い う 姿勢を取

って頂いた らいいのか と いった と こ ろを教えて頂きたいのですが。

○藤森委員 最近のベッ ドは く ね く ねになる ので、 う ちで胸膝位をやる と い う と き にはそ

のベッ ドに合わせて。 も ち ろん、 こ う い う ふ う に布団入れた り する こ と も あ り ますけれど

も 。 いいん じゃないでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 この絵でいいんじゃないですかね、 骨盤高位る盂 こ の胸膝位を合わせる

かど う か と い う こ と なんですが。 ど う ですかれ 僕はな く てもいいよ う な気が しますけれ

ども 。 ど う ですか、 先生。

○石渡委員長代理 いいよ う な気が しますね。

○池ノ 上委員長 箕浦委員、 いかがですかね。

○藤森委員 ぜひ胸膝位の理解と い う 意味で。

○池ノ 上委員長 何か胸膝位を取る こ と で時間を費やして しま う と か、 そっ ちのほ う に行

っ ちゃ う のがち ょ っ と 困 る 。 骨盤高位はこ う しなが ら手術室に運ぶ と か、 色々 なこ と につ

37



ながる と思 う んだけ ど、 胸膝位はこのまま手術室に運ぶ と い う こ 割まないと思 う んですが

れ

○事務局 (御子柴) 自 宅で櫛助永 した と き に、 妊産婦に指導する と い う のがR C O Gの中

に記載があ り ま して、 分娩機関外で発症した際に、 妊産婦に ど う い う 姿勢を取って来院し

ても ら う かを電話で具体的に指導する と い う よ う な考えです。

○池ノ 上委員長 でも 、 こ う い う 胸膝位を取 り なが ら来院するんですかね 救急車の中で

ですか。

○石渡委員長代理 この姿勢で救急車召運ぶんでし ょ う 。

○藤森委員 やっ ぱ り 、 骨盤高位は 自分ではでき ないから と い う意味ですれ

0事務局 (御子柴) そ う です。

○藤森委員 胸膝位だと 自分で取れるか ら と い う 意味です為 理解でき ま した。

○池ノ 上委員長 なる ほ どえ為 そ こは、 じやあ、 誤解のないよ う な こ と を何かに入れても

ら ったほ う がいいですね。

僕、 病院で、 例えば陣痛室と かで臍脱が起こ った と き に、 そ こで医療関係者が、 助産師

さ ん と か看護師さ ん と かが こ う い う こ と で何と かしのご う と い う よ う な こ と を こなる と いけ

ないかな と思ったんですけれども 、 村上委員、 いかがですか。

○村上委員 ベッ ド上に産婦さ んがい ら っ しゃ る と き は、 多分、 ギャ ッ ジですぐに骨盤高

位ができ る ので問題はないのかな と思 う んですが、 ただ、 産婦さ んが移動 していた り して、

例えば ト イ レ と かで臍脱があった り したよ う な と き に、 すぐにでき る のはやっぱ り 胸膝位

なのかなって、 すぐ ｢頭下げて｣ っ てい う よ う な こ と で、 まずは対応する と い う と 、 その

際には骨盤高位は難しいかな と は思います。

○池ノ 上委員長 じゃあ、 と り あえず入れる と い う こ と で。

○事務局 (御子柴) 分娩機関内 と外と い う のを少 し分か り やすく するために、 例えば胸

膝位はこの胎内の図 と 内診指を取 り 除き ま して、 胸膝位と い う 姿勢が ど う い う 姿勢なのか
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と い う こ と で体位だけを示すと い う の も一つの手かな と思いますので、 図を 4 - ロ ー 2 と

4 一 江 - 3 と い う ふ う な形で分けて、 左側は骨盤高位によ る胎児先進部の拳上、 右側は胸

膝位とい う 形で記載をする と い う こ と も でき るかと思います。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ そのほ う が。

○藤森委員 自分で簡単に取れる姿勢と して書いた らいいんじゃないですか。 自 分で対応

でき る姿勢と して書く と い う のはいいん じゃないかと思います。

○事務局 (御子柴) ｢妊産婦の胸膝位｣ と い う よ う な形のタイ トルに して記載する と い

う こ と でよ ろ しいで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ いかがですか。 他の委員の先生方はよ ろ しいですかね。

○隈本委員 先ほ どの68ページの と こ ろですけれども 、 各団体の動きでメ ト ロ イ リ ンテル

の調査が行われている と書いているんですが、 これはこの中身、 非常にすばら しい中身を

載せないのはも ったいな く ないですか。 まだ、 医会 と しては公法き していないんですかね

○石渡委員長代理 いや、 これは載せる んですけれども 、 まだち ょ っ と載せる には、 今 日 、

存鶴忍 しなき やいけない と こ ろがい く つかあるんですね 注入量である と か。 載せる方針で

はいます。

○隈本委員 じゃあ、 これは最終案にはこの文言が載る と 。

○事務局 (御子柴) はい、 そ う ですね。 頻度ですと か、 使用数と か、 データ に関 しては

載せる予定でございますし、 分析に関 しては今回の再発防止委員会の分析と 医会の分析と

異なる と こ ろ も あ るかも しれませんので、 その辺 り は整理を して。

○石渡委員長代理 分析の と こ ろは、 これは医会でこれか らやってい く こ と なので、 そ こ

までち ょ っ と載せるのは難しいと思 う んです為

○隈本委員 だけ ど、 イ ンパク ト のあ る詣ですね。

○石渡委員長代理 足 り ない部分については、 これか ら再調査するわけなので、 そ う した

ら き ちん と した も の出せますけれども 。 その と き は医会のほ う で出せる と思 う んです。 今
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年の 8 月 か 9 月 ごろには。

○隈本委員 それはすばら しいと思います。

○池ノ上委員長 医会からの提供資料と い う こ と で、 報告書に載せさせて頂きます。

○事務局 (御子柴) そ う です為 数値に関してです。 先ほ どの小林委員のご指摘で、 商

品名 に関 しては削除して と い う こ と で。

○隈本委員 一つ気になる のは、 調査期間は 1 カ月 なんですけれども 、 対象と している分

娩は、 過去 2年でしたっ け。 過去 1 年ですか。

○石渡委員長代理 実は、 5 年間全部やってあるんですけれども 、 その数だけ分かってい

るんですが、 ど う い う メ ト ロ でどの ぐ らい入れたかと い う 、 そ う い う 詳 しい調査について

は 1 年分しかやっていないんです。 ですから 、 今回載せられる のは 1 年分なんですけれど

も 。

○帳本委員 そ う する と 、 こ の 9 月 7 日 を さ かのぼる こ と 1 年間 と い う こ と でし ょ う か。

○石渡委員長代理 そ う です為

○帳本委員 はい。 分か り ま した。

○石渡委員長代理 調査期間も こ の と き に全部書き入れますから。

○帳本委員 それも書いておいたほ う がいいと思います。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 他にはよ ろ しいですか。

○市塚客員研究員 確認なんですけれども 、 先ほ ど箕浦委員のほ う か らお話があ り ま した、

今回の事例,皿鬮以上と い う こ と なんですけれども 、 その圓 と い う 言葉を文言のほ う に
入れるかど う かは ど う した ら よ る しいかなと思いま して。

○池ノ 上委員長 ど う ですか。 箕浦委員。

。箕浦委員 今回の事例月か ら行 く と 、 皿以上の船には特に注意しろ と い う よ う な“を入
れたほ う がいいのかな と思います。

○池ノ 上委員長 そ う です為 入れていいん じゃないですか。 石渡委員長代理、 いかがで
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すか。

やっぱ り 、 実際に観察された実数ですから 、 そ う い う こ と であった とい う こ と を伝えた

ほ う がいいんじゃないかと思いますがね。

○市塚客員研究員 場所は、 提言の と こ ろに入れる形でよ ろ しいですか。

○池ノ 上委員長 いいんじゃないですかね はい。 ど う も あ り が と う ございま した。

それでは、 次、 お願い します。

○事務局 (御子柴) すみません。 臍帯脱出につき ま しては、 73 、 74のほ う にフ ローチャ

ー ト を掲載してお り ますので、 こ ち ら につき ま して も何かお気づきの点等ございま した ら 、

ご連絡頂ければ幸いです。

では、 早刻のほ う に移らせて頂き ます。 資料4 の76ページをご覧下さい。 補足資料につ

き ま しては、 2 ページ 目 の5) 番、 早剥について と い う と こ ろか ら みこな り ます。 ご確認頂き

たい箇所と致しま しては77~78ページにかけて、 分析対象事例に見 られた背景と い う こ と

で、 77ページには週数の分布、 78ページには危険因子を含む事例の背景等を件数でお示し

してお り ます。

先ほ ど、 池ノ 上委員長か らお話があ り ま した、 切迫早産につき ま しては上から 4 つ 目 の

項 目 ･ 切迫早産 と い う こ と で、 注釈がついてお り ますが、 圓。鬮鬮とい う 状況ぬっ
てお り ます。

続き ま して、 79ページに表 4 -m- 2 と い う こ と で、 分析対象の初発症状と い う こ と で

表をお示し してお り ます。 表の中のタイ トルにつき ま しては初期症状と 、 表記が間違って

お り ますので、 これは初発症状に記載を修正致します。 こ ち ら については前回の審議の中

で重複の ｢あ り ｣ ｢な し｣ について記載が分か り に く い と い う ご指摘が ございま したので、

今回は ｢重複あ り ｣ で、 どんな症状が初発症状だったのかを件数と してお示し してお り ま

す。

ただし、 前回の意図 と致しま しては、 代表的でない症状で始ま った事例も あ り ま した と
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い う こ と をお伝えするつも り で掲載致しま したので、 それに関 しま しては (2) 番の文章、

段落 3行 目 の と こ ろに、 ｢一方、 胎動減少 ･ 消失、 腰痛な ど、 代表的でない症状を初発症

状と し‘発症した事例けが圏わ旭 と ･ ･ う こ と で、 文章でお示し し‘お り ますo 分か り
に く い と い う ご指摘等も ございま したので、 図については削除致しま して、 件数等をお示

し致しま した。

続き ま して 、 80ページか ら も表を掲載してございますが、 こ ち らは前回 と 同様の表にな

ってお り ます。 線な ど見に く い と こ ろがございますので、 それにつき ま しては修正致しま

す。

続き ま して、 82ページに分娩時の状況と い う こ と で、 表 4 -m- 4 でお示し してお り ま

す。 こ ち ら るこつき ま しては、 以前、 麻酔の方法等にご指摘がございま して、 硬膜外麻酔の

には注釈をつけて無痛分娩の件数をお示 し してお り ます。

前回、 こ ち ら に、 硬膜外麻酔の使用は選択される こ と が少ない とい う よ う な文章を文献

等から引用 して記載してお り ま した。 こ ち ら については事例の概況と 、 現況いわゆる一般

的な教科書の記載と分けた方が分か り やすい と い う こ と も あ り ま して、 記載を分けてお り

ます。

また、 補足資料にも記載してお り ますが、 池ノ 上委員長のご指導のも と 、 埼玉医科大学

総合医療センターの産科麻曹鞆斗の照井先生に、 こ の記載でよ ろ しいかど う か と ご相談致し

ま した。 具体的には98ページ (3) 番、 早剥の対応 と い う こ と で記載を してお り ま して、 こ

ち ら の 2 段落 目 に ｢緊急帝王切開での急速遂娩が必要と なる 。 こ の場合｣ の と こ ろか ら 、

｢D I C を考慮して、 麻酔方法については全身麻酔が勧め られる ｣ けれども 、 硬膜外麻酔

については、 こ ち ら硬膜下と なってお り ますが、 ｢硬膿外血腫を形成する可能性がある こ

と を考慮する と選択される こ 割ま少ない｣ と記載してお り ます。 こ ち ら につき ま しては、

特に内容 と しては問題ないのではないかと 、 ご意見を頂いてお り ます。

ただし、 用語につき ま して、 ｢脊椎麻酔｣ と記載してお り ま したも のを ｢脊髄く も膜下
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麻酔｣ 、 ｢硬膜下血腫｣ と載してお り ま したも のを ｢硬膜外血腫｣ と修正を頂き ま したの

で、 修正して掲載する こ と でよ ろ しいかど う かのご相談にな り ます。

次、 100ページをご覧下さい。 こ ち らから文章が長 く 見に く いのですが、 提言に向けた

冒頭文の記載にな り ます。 こ ち ら につき ま して も具体的な件数等をお示し した方がいい と

い う こ と でご意見を頂戴致しま したので、 細かに記載してお り ますので、 ご確認下さい。

早剥につき ま しては、 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

いかがで し ょ う か。 特にご発言はございませんか。 早刻に関 してはかな り 議論を して頂

き ま したので、 かな り 煮詰まって。

○箕浦委員 用語の問題ですが、 非常にまた細かいこ と ですけれども 、 98ページの一番上

の段落の徐脈のパターンの ｢遅発性一過性徐脈｣ と か ｢遷延性一過性徐脈｣ と か、 一般用

語と しては ｢遅発一過性徐脈｣ と か ｢遷延一過性徐脈｣ だと思いますので、 最初の ｢性｣

と い う のは取ってもいいん じゃないか と 思いますけれども 。

○事務局 (御子柴) はい。 修正致します。

○池ノ 上委員長 他にはよ ろ しいですか。 また、 お気づき の点があ り ま した ら 、 事務局に

ご連絡頂きたいと思います。

それでは、 子宮収縮薬ですね。 お願い します。

○事務局 (御子柴) 子宮収縮薬について、 資料4 の108ページをご覧下さい。 以前、 子

宮収縮薬の使用の状況を具体的にお示しする と い う こ と でご意見を頂戴致しま したので、

前回もお示し致しま したが、 109ページに使用状況について一覧表をお示し しています。

こ ち ら上 ･ つの裁ついては、 子宮賄薬を使用 した鬮の延べ投与数の表にな り ま して 、
下の 2 つの表に関 しま しては、 廃縮薬に関する診療録への記載と 、 説明 と 同意の有無と し

て、 事例ベースで件数をお示し してお り ます。 こ ち ら について も ご検討下さい。

次、 1 28ページを ご覧下さい。 前回、 イ ンフォーム ドコ ンセン ト に関 しま して、 定型文
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の よ う な ものがないか と ご意見を頂戴致しま したので、 (4) 番に、 子宮収縮薬の使用な ど

分娩誘発促進における説明 と 同意 と記載を追加 してお り ます。

その中で、 医会によ り 作成された研修ノ ー ト ｢イ ンフオーム ド ･ コ ンセン ト 一患者さん

への説明のために- ｣ を医会から 、 川端委員、 石渡委員長代理から ご提し供頂き ま したもの

を引用 してお示し してお り ます。 資料4 ですと 1 33~1 35ページまでが説明文書、 1 36ペー

ジに同意書の例をお示し してお り ます。 こ ち ら "こついては引用だと い う こ と が分かる よ う

に、 第 1 回の報告書の収縮薬の留意点と 同様に四角で囲んで、 再発防止委員会の記載なの

か、 医会か ら ご提翹共頂いた も のなのかがも う 少 し分かる よ う に工夫を致します。 こ ち ら "こ

つき ま して、 文章の内容等にご意見頂戴してお り ますので、 本 日 、 補足資料 5 と致しま し

て、 別紙で原本を コ ピー したも のをご用意してお り ますので、 そち ら も ご確認下さい。

また、 同意書については 1 、 2 と い う 2 例ございま したが、 今回 2 の方が処置に関する

も の と こ ち らで判断致しま して掲載致しま した。

ただし、 石渡委員長代理から も 、 同意書 1 も掲載していいのではないかと い う こ と でご

意見を頂戴してお り ますので、 よ ろ しければ両方を掲載してはど う か と考えてお り ます。

1 29ページ以降の提言については意見を頂戴しま して修正してお り ますので、 ご確認下

さい。 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 いかがで し ょ う か。

○勝村委員 ち ょ っ と 細かいこ と なんですけれども 、 一番最初の109ページの表4 - IV-

1 の総合判定と い う のは、 ど こ か ら どこ までを総合的にみているんで し ょ う か。 下の三つ

ですかね。 投与初期、 増加量、 最大投与量までなんですか。

○事務局 (御子柴) すみません。 こ ち ら については、 初期投与量、 増加量、 最大投与量

の使用量についての判定と い う こ と る こなってお り ます。

○勝村委員 じゃあ、 ち ょ っ と それが分かる よ う に書いておいても ら っ たほ う がいいのか

な。
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○事務局 (御子柴) はい。 注釈を付け加えます。

○池ノ 上委員長 はい。 ど う も あ り が と う ございます。

○勝村委員 も う 一つ、 いいですか。 こ のイ ンフオーム ド ･ コ ンセン ト の同意のひな型を

普及 して も ら う と い う こ と 、 すご く 大事なこ と かな と思っていて、 医会のほ う でひな形が

ある と い う こ と ですので、 僕 と しては、 さ ら に医会や学会のほ う か ら も こ う い う ひな形を

直接送っても ら う な り して よ り よい も のを研究しても ら っ た らいい と思 う んですけれども 、

こ う い う のがあるだけで大分違 う と思 う し、 今、 こ う い う こ と を しなき やいけない輔弼寸

文書にも最近書かれたのでと思 う んですけれども 、 こ この1 35ページの副作用 と い う も の

を 、 今、 医療現場ではやっぱ り リ ス ク のある部分、 かな り 言い方が皆さんそれで難し く な

ってご苦労される と思 う んですけれども 、 本当 に リ ス ク と か、 そんな場合も き ちっ と説明

した う えで今は医療をずいぶん行 う よ う になっている と思 う んですけれども 、 だか ら 、 有

害事象、 こ う い う こ と が起こ り ます と書 く んですけれども 、 1 35ページの起こ り う る有害

事象の 7行 目 ですかね、 ｢ これ ら は……あ り ません｣ までの 2行と い う のは、 い ら ないん

じゃないかと思います。 こ う い う 2 行は言いた く なるんで し ょ う けれども 、 やっぱ り う ま

く き ちん とや り ますから 、 過強陣痛にはな ら ないよ う にき ちん と モニタ リ ング します と い

う こ と を言って も ら ったこ と で、 やっぱ り 使 う と き に患者も よ り 安全に感心を持ち、 医師

も よ り 慎重にな るかも しれない。 適切にやれば不可逆的な大問題にな ら ないで済むんでし

ょ う けれども 、 こ の 2 行、 ｢ これ ら は｣ か ら ｢ しません｣ と言っ ちゃ う と 、 き ちん と有害

事象を一応説明 したこ と になる のかな と )思 う んですけ ど。 割 と最近の色々 なイ ンフォー

ム ドコ ンセン ト の様式を見る と 、 こ のあた り かな り ぐ さ っ と 来る よ う な怖いこ と が書いて

あって、 それでも 、 それに勝る必要性を感じて ｢お願い します｣ と い う 形になっている と

思 う ので、 ど う なんですかね 先生方、 この 2行を ど う 思われているのかな と思ってお聞

き したいです。

○石渡委員長代理 この子宮収縮薬の使用方法について、 あ るいはこ の使用のその こ と に
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ついて、 やっぱ り かな り ア レルギーが起きている と私は思 う んです黄熟 実際に使ったほ

う がいい事例も 、 こ う い う よ う な こ と があ る と 、 こ の よ う な こ と と い う のは有害事象が起

き た場合の こ と を考えてい く と 、 あえて使わない医療機関も結構出てきて、 その こ と 自体

がまた問題になっている こ と も あるんですよ 。

こ こ に 2行、 ｢ これ ら は子宮収縮薬を しない、 自然分娩で起こ る こ と ｣ っ て、 自然分娩

でも起き るわけなんで、 現実問題と しては。 ですから 、 こ の子宮収縮薬を使ったほ う が起

こ る確率は頻度 と しては高 く な るんで し ょ う けれども 、 自 然でも起こ り 得る こ と で、 ただ、

それよ り も 、 む しろその分娩経過をみる こ と のほ う の重要性、 これの裏側にそ う い う 意味

があるわけなんですよ メ為 こ の 2行を取る と 、 非常にこれは危険だ危険だと い う こ と だけ

が表に出て しま って、 それじゃあ これを使わなかった ら安全なのかと い う と 、 そ う い う わ

けでもないので、 やは り こ の 2行は必要ではないかと い う こ と で入れてあ り ます。

○池ノ 上委員長 いかがですか。

○勝村委員 必要な と き でも使えな く な る よ う に と い う 意図は全く ないんですけれども 、

やは り 、 起こ り 得るそれが不可逆的になるかな ら ないかは別に して、 やっぱ り 強過ぎる陣

痛が引き起こ される可能性がある と い う こ と を書いて く れているんですけれども 、 それが

別に 自然分娩と 同 じ割合の よ う に取って しま う ので、 何かち ょ っ と説明 と して ど う かな と

思 う んですよ メ為 また、 ち ょ っ と別の方法ででも 、 例えば、 き ちん と監視をあ らかじめす

る ので、 そ う い う こ と になって も取 り 返しのつかないこ 割こな らないよ う な形を取る と い

う 趣旨はも ちろんあっていい と思 う んですけれども 、 やっぱ り 薬を使 う と き の副作用の説

明の PMDAの添付文書と かの最近の方針のあ り 方と かからする と 、 ち ょ っ と薬の説明 と

しては ど う なのかな と思 う んですけれども。

○池ノ 上委員長 これは、 今、 医会で作成 されているイ ンフォーム ドコ ンセン ト ですか ら 、

これはこのまま今回は載せない と いけないと思いますけれども 、 今の よ う なご意見も ある

と い う こ と で、 また、 医会のほ う で、 先生、 検討頂ければ。
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確かに、 今、 勝村委員がおっ しゃったよ う みこ 、 こ の薬剤の、 あ るいは手術と か色々 な処

置の説明 とい う のは、 昔に比べた らかな り 、 何 と言いますかね、 赤裸々 に話すと い う よ う

な 、 それについては私たちはこ う します、 こ の場合はこ う します、 と い う よ う な、 そ う し 、

う 方向にずいぶん行きつつある と思いますし、 医会のほ う の先生方もそれぞれ立場がおあ

り で、 色々 なご意見があるんだと思いますけれども 、 今回はこ のままで、 将来的にまたそ

う い う こ と が必要になるかも しれませんね

○石渡委員長代理 これを変えるわけにはいかないです。

○池ノ上委員長 ええ。 これはも う 今変えた ら 、 越権行為ですから 、 そんな こ と はでき な

い と思います。

○隈本委員 ぜひと も こ の次回の医会の改訂の と き に、 も う 少 し数字みたいなものを入れ

て頂 く ほ う がいいんじゃないかな と 。 大き く 変わ り ません と い う のは、 実際、 人に よ って

受け と め方が大分違って、 変わ ら ないんだと思 う 人もいれば、 大き く 変わ ら ないんだった

ら少 しは変わるんだ と思 う 人もいる し、 そ う い う 意味では、 も う 少 し数字的な、 あ るいは

リ ス ク に関 しての何かも う ち ょ っ と数字を。

○石渡委員長代理 具体的な数字って 、 ないんです寿為

○池ノ 上委員長 だから 、 恐 ら く 、 勝村委員も ち ょ っ と おっ しゃった よ う に、 ガイ ドライ

ンではモニタ リ ングしな さい と い う こ と になっていて、 よ り き ちっ と した観察を しま し ょ

う と い う よ う になっています黄熟 だか ら 、 そ こ はこ の説明を有害事象、 こ こで言 う と有

害事象なんですけれども 、 それに対してガイ ドライ ンでも こ う い う リ コ メ ンデーシ ョ ンが

あ り ます と 、 だか ら私たちはこ う してや り ます と い う ふ う な こ と は加わってもいいのかも

しれないな と 、 私は個人的に気が しますので、 そ こ ら辺を少 しご検討いただければいいん

じゃないでし ょ う か。 これは、 いっ作られたんですかね。

○石渡委員長代理 最近ですよ メ為 こ の 2 ~ 3年前じゃなかったかな。

○隈本委員 ぜひ産科医療ネ鰍賞制度の再発防止委員会のデータ によ る と 、 こ う こ う ぐ らい

47



な感 じの数字を入れて頂 く と いいかなと思います。

○事務局 (御子柴) こ ち らが公表されたのが平成22年の10月 にな り ます。

○石渡委員長代理 他のが全部あ り ますよ。 た く さ ん。 それか ら 、 診療行為についてイ ン

フオーム ドコ ンセン ト を こ う い う ふ う み こ したほ う がいい と い う こ と が書かれているわけで

す。 別に これに特化したわけ じゃないです。

○池ノ 上委員長 そ う です為 また、 それは再発防止委員会のほ う か ら医会のほ う に、 収

縮薬に関 しては、 今、 こ う い う 議論が行われてお り ますので、 ご参考に ど う ぞ と か と い う 、

何かそんな感じのアプローチをする と い う こ と でいいですね。

○石渡委員長代理 ぜひそ う い う ふ う み こ して頂ければ、 医会のほ う で、 また、 それをみん

なで考えますので。

○箕浦委員 医会のイ ンフオーム ドコ ンセン ト をちゃん と読んだのは初めて ぐ らいなんで

すが、 これを読んでみる と 、 P G E 2の後、 2 時間以上あげる と書いてあるんですが、 ガ

イ ドライ ンは 1 時間以上なんですれ 2 時間以上あげる と な る と 、 あま り 守 らない人が出

て く る ん じゃないかと思 う んですけれども 、 その辺 と い う のはいかがでし ょ う か。 P G E

2か ら点滴りこする と き は 2 時間以上間隔をあげますと書いてあるんです。 ガイ ドライ ンは

1 時間以上です為

○池ノ上委員長 また、 それも 。 いや、 これも今の医会のイ ンフォーム ドコ ンセン ト のひ

な型とい う こ と でご理解頂いて。 やは り 、 こ う い う の も時代の流れと と も に変えてい く と

い う こ と は必要で し ょ う か ら 、 ま た、 こ ち らのほ う か ら の医会への、 何ていいますかね、

ご連絡と い う よ う な こ と で。

○勝村委員 じゃあ、 そ う い う ふ う にま と めて頂けるんで した ら 、 こ の医会や学会への要

望と い う のをする項 目 があ り ますよ メ為 何ページでしたっ け。

○事務局 (御子柴) 1 30ページからです。 下の2) 番か ら 、 学会、 職能団体に対する要望

と い う こ と で。
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○勝村委員 そ こ にやは り こんなふ う "こ気になって しま っ たのは、 イ ンフォーム ドコ ンセ

ン ト を取 らずに使っている と い う 事例が実際に出てきているか ら なので、 また、 改めて医

会や学会のほ う る こ 、 リ ス ク も き ちん と説明 して欲しい と い う のが今の時代のニーズなので、

き ちん と リ ス ク も説明 した う えで、 だけ どそれ以上の必要性と い う も のを しっか り 語って

頂いて使 う と い う 形をやっぱ り 取って も ら う と い う こ と と 、 実際にこ こ に今の医会の もの

を掲載して も ら う に して も 、 今後、 医会や学会のほ う か ら各医療機関に、 こ う い う も のを

使いな さい と い う もの も も う 一度内容も しっか り 精査して頂いて、 具体的に配布して も ら

う よ う な こ と なんかも検討して 、 やっぱ り 書面を使っていない、 イ ンフォーム ドコ ンセン

ト ができていない と こ ろがある と い う 事例をな く してい く 努力 と い う も のを医会や学会に

お願いする 、 と い う こ と だ と思います。

○石渡委員長代理 このイ ンフオーム ドコ ンセン ト の この冊子は、 全ての医療機関に全部

行っています。 全ての会員一人一人に行っているんですよ。 先生は100%その病院に行く

よ う に と い う こ と を指導しろ と言われているんだと思 う んだけれども 、 それは私たちやっ

ているんです。 それでも 、 ご く 少数の と こ ろはそれを守っていない と こ ろ も あ る こ と も事

実なので、 あえてそこは否定しませんけれども 、 色々やっている こ と はやっているんです

よ 。

○勝村委員 でも 、 何かこ こ に書いて下さい。 こ こ に書き込む と い う 形でいいわけですよ

れ イ ンフォ-ム ドコ ンセン ト について、 よ り 検討しても ら う 、 と い う こ と です。

○池ノ 上委員長 よ り イ ンフォーム ドコ ンセン ト が徹底される よ う な こ と を と い う よ う な

こ と ですね よ ろ しいです為

○事務局 (御子柴) はい。 修正します。

○池ノ 上委員長 他はよ ろ しいですか。 はい。

それでは、 次、 新生児蘇生について、 お願い致します。

○事務局 (御子柴) はい。 1 3 7ページ、 新生児蘇生についてをご覧下さい。
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こ ち ら に関 しま しては、 1 38ページに掲載してお り ます表に前回ご意見を頂戴致しま し

て、 表 4 -V - 2 と い う こ と で、 分析対象事例における血液ガス分析値と お示し していま

す下の図ですね、 P H値の分布に、 あま り 細か く する必要はないではないかと い う こ と で、

上限が7. 4で したのを7. 3 、 下限が6. 5で したのを6. 6 と い う こ と で、 上下を少 し合わせて変

更してお り ます。

そち らが修正点です。 その他は特にご指摘等ございませんでしたが、 先ほ ど、 田村委員

から 、 用語の統一を図る よ う に と い う こ と で、 前回も ご意見を頂戴し、 反映できていない

部分がございま したので、 バ ッ グ ･ マス ク なのかマス ク ･ バ ッ グなのか、 チューブ ･ バ ッ

グなのかバ ッ グ ･ チューブなのか と い う こ と で、 用語を統一する よ う に と ご意見を頂いて

お り ます。

原因分析報告書の引用の部分に関 して修正するかど う かは検討させて頂き たいのですが、

再発防止委員会の中で記載している部分につき ま しては、 用語を統一 して修正致します。

また、 ボス ミ ン と ア ド レナ リ ンの と こ ろについて、 商品名 と一般名 と記載が異なってお

り ます。 原因分析報告書は、 商品名 を引用 して記載している部分がございますので、 そち

ら については投与量、 希釈量等を計算して修正した り と かも 困難かと思われますので、 そ

のままの引用 と致しま して、 再発防止委員会の記載の部分につき ま しては、 でき る限 り 統

一を図 り たい と 思います。

ただ、 こ ち ら については、 一般的に現場で使われている も のがボス ミ ンにな り ますので、

提言の中に投与量について明記している と こ ろについては商品名 と合わせて一般名 を記載

する こ と で正確に伝える よ う な形で配慮して、 1 6 1ページ上の②番 ｢投与経路に合わせ正

しい投与方法で確実に投与する ｣ と して、 四角で囲った中に投与量を記載してお り ます。

こ ち ら はボス ミ ンの商品名 と一般名 と 両方記載する形を取ってお り ます。

続き ま して、 1 64ページに、 周産期新生児医学会の新生児蘇生法アルゴ リ ズム図を載せ

てお り ます。 第 1 回の提言の と き には、 右側の165ページにあ り ます通 り 、 一部抜粋して
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オ リ ジナルで図を掲載致しま したが、 今回は全部載せる形と致しますので、 164ページ原

本を掲載する予定でご了承頂いてお り ます。 こ ち らでよ ろ しいかど う か と いった と こ ろに

な り ます。 確認事項は、 以上です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

いかがでし ょ う 。 新生児蘇生 板橋委員、 何かございますか。

○板橋委員 特に意見はあ り ません。 アルゴ リ ズム全体を載せたほ う が傭轍しやすいので、

こ のほ う がいい と思います。

○池ノ 上委員長 そ う です為 他の委員の先生方、 よ ろ しいですか。 はい。 あ り が と う ご

ざいま した。

それでは、 続いて、 テーマに沿った分析に用いた資料一式についての説明をお願い致し

ます。

○事務局 (御子柴) ご用意致しま した資料の中で、 テーマに沿った分析に用いた資料一

式と い う こ と で、 資料 5 を ご覧頂きつつ、 本 日 ご用意致しま した、 補足資料 6 をご覧下さ

し 、。

今までのご意見の中で、 臍帯脱出、 早剥、 子宮収縮薬の中でご意見を頂戴致しま して、

審議に使用 した資料については報告書に掲載しないのであれば制度のホームページに掲載

して も よいのではないか と 、 ご意見を頂戴致しま して、 事務局 と致しま して池ノ 上委員長

にご相談しま して、 報告書に掲載しないも のについてホームページに掲載する方向で検討

致してお り ます。 事前に差し上げま したメ ールに、 細かな も のは記載させて頂き ま したが、

検討頂き たい資料と致しま しては、 臍帯脱出の危険因子及び背景の比較、 また、 臍帯脱出

事例一覧、 そ して早荊については危険因子及び背景の比較、 最後に収縮薬使用事例一覧と

い う こ と で、 四つの資料についてご検討頂き たいと思います。

今までに頂戴致しま した意見については、 補足資料の 6 に掲載してお り ま して、 主な も

の と致しま しては、 学会誌等でも誌面には掲載せずにホームページに掲載する こ と も多い
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ため、 よいのではないか。 反対意見 と致しま しては、 全体的に何でも公表すればよい と い

う も のではないこ と な どご意見を頂いてお り ます。

また、 再発防止は原因分析報告書をマスでみる と ご意見を頂戴してお り ますので、 こ の

一覧表等を掲載する こ と で、 個々 の事例を表に出すこ と でよ ろ しいのかど う か と いった と

こ ろ も ご検討頂きたい と思います。

以前、 危険因子の表については、 コ ン ト ロ ール群と して載せてお り ま した、 非何々群と

い う ものについては誤解等を招きやすい とい う こ と も あ り ます し、 正 し く 伝わ ら ないもの

も あ り ますので、 カ ッ ト してお り ます。

その他、 細かい項団こついて も多少修正してお り ますが、 今回、 頂戴致しま したご意見

に合わせて体裁等を整えたいと思います。 これを掲載する こ と の方向性と してご意見を頂

戴致したいと思います。 よ ろ し く お願い致します。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

前回、 あるいは前々 回の委員会で、 な るべ く この資料も こ の報告書の中に盛 り 込んでは

ど う かと い う ご議論があ り ま した。 第 2 回報告書では、 一部そ う い う と こ ろがあるんであ

り ますけれども 、 だんだん量が大き く なってきて、 全てを入れ込むと こ の報告書が ものす

ご く ページ数が増えて しま う と かそ う い う こ と がある ので、 少 し検討させて頂いて、 ボ リ

ューム的に無理な よ う であれば、 ホームページにいかがかと 。

じゃあホームページで載せる 、 じやあそのホームページに載せる にはど う い う 内容か と

い う こ と を 、 今 日 、 少 しご議論頂き たい とい う こ と で、 今の説明があった と い う ふ う に私

は理解してお り ますが、 先生方のご意見はいかがでし ょ う か。

先ほ ど、 補足資料 6 で、 今 日 、 お手元にお配 り しま したよ う な、 こ う いった意見が委員

の皆さん方から色々 と頂き ま して、 必ずしも全部を出すのがその 目 的にかな う か と い う よ

う な、 そ う いったご意見も出てまい り ま して、 こ のホームページに実際の資料を ど う い う

目 的でど う い う ふ う に掲載するか と い う こ と みこついて、 少 し先生方にご議論を頂き たい と
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い う ふ う みこ思いますが、 いかがで し ょ う か。

○石渡委員長代理 私は、 この資料を作られた一番の 目 的は、 やっぱ り 本文の中でど う い

う ふ 効こガ検討するかと い う 、 そのための資料であって、 こ の資料を全て この冊子の中に書

き入れる必要はないと思 う んですれ ですか ら 、 必要な と こ ろはま と めて表にする と い う

こ と は大事なこ と である けれども 、 こ のまま全て出すと い う こ と は、 かえって色々誤解を

生むこ と も あ る し、 こ の委員会で十分もんだ内容ですか ら 、 それについては本文の中でそ

れが生かされてあれば十分だと い う ふ う な、 そ う い う 考え方です。

○池ノ 上委員長 他にいかがでし ょ う か。

○隈本委員 私と しては、 やっぱ り あ る種の妥協点 と してホームページに掲載する と い う

よ う な と こ ら辺が落と し どこ ろ じゃないかな と思 う んですけれども 、 こ の こ と みこついてま

じめに分析しよ う と い う 人たちはアクセスでき る と い う よ う な仕組みを作っておいたほ う

が、 我々 の気づかなかった部分が分かった り して、 一つは、 例刻ま、 常f湖台盤早期剥離が

必ずしもその背景因子と して既に知 られている も のだけ じゃな く て色々 ある と い う のが今

回のデータで分かってきた り して、 これをき っかけにまた さ ら に多分析する先生と か研究者

がいて欲しいな と い う思いも込めて、 何 らかの形でそのホームページにアクセス した ら出

て く る と い う ふ う に してみてはいかがかな と 、 私の意見ではそ う 思います。

ちなみに、 何でで し ょ う ね と い う 、 前々 回で議論があった と思いますけれども 、 呼吸器

疾患が25% も あって、 喘息の人が多いのかな と か、 ア ト ピー体質と何か関連あるのかな と

誰かが思いついて調べた り する よ う な こ と のき っかけなんかにも して も ら え る と 思 う ので、

ぜひこれはホームページでアクセスする と み られる と い う ふ う に して欲しいな と 思います。

○池ノ 上委員長 他にはいかがですか。

○勝村委員 僕、 前回、 こ の こ と で発言した通 り なんですけれども 、 一つは、 僕 らはこ う

い う 会議を して何か報告書を出すと き に説明責任がある と考えるべきで、 これは厚生労働

省であれ、 産科医療補償制度での 日本医療機能評価機構であれ、 そ う い う 常識であって欲
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しい と思 う んですけれども 、 どんな資料を基に議論したのかと い う こ と は提示する と い う

こ と はやっ ぱ り 原則に して欲しい し、 それはプライバシーの問題と カギ可と かで出せない と

い う こ と でない限 り 全部出 してい く と い う こ と がやっ ぱ り 基本で、 それは薬害エイ ズの反

省か ら 、 それまで非公開でやられていた会議が全部公開になってき ている と い う こ と の透

明性、 議論の透明性と い う のはやっぱ り 確保して欲しいので、 どんなデータ を基に ど う い

う 議論を したんですかと い う こ と は説明でき る よ う にな るべき だとい う のが一つ。

も う 一つは、 学術的な意味で、 初の疫学調査を しているわけなので、 結局、 自分たちは

こ のデータ を基にこ う い う ふ う に委員会と してはま と めたけれども 、 も と のデータ はこ う

なんだよ と い う こ と 。 も と は ど う なっているんだと 関心を も った人がアクセスでき る と い

う 形を取ってお く と い う のがアカデ ミ ズムの常識であって欲しい と い う 、 その両方か ら も

当然これらは少な く と もア クセスでき る形に して も らわない と いけないと思っています。

報告書に紙幅の都合で載せられないんだった ら 、 ホームページに載せても ら う と い う こ と

で。

○石渡委員長代理 ホームペー･猪載せる こ と は別に反対は していません。 ただ、 こ こ み こ出

ている資料を全部ホームページに載せるかと い う こ と になれば、 も う 少 し考えたほ う がい

いんじゃないかな と 、 そ う い う ふ う に思います。

○帳本委員 あ と 、 オキシ ト シンのケースなんですけれども 、 子宮収縮薬のケースですけ

れども 、 も しこ の通 し番号が何か報告書と照 ら し合わせて探せる と い う よ う な こ と がある

んだった ら 、 例えばラ ンダムに しちゃ う と か、 そ う い う こ と は可能性と してはある と思 う

んですけれども 。 要する に、 報告書の通 し番号と 出王兜-頃が一致する と い う こ と で探れる じ

ゃないかみたいな批判を防ぐためには、 ラ ンダム化する こ と も可能なんではないかと 。 や

っぱ り 順番適当に入れ換える と か、 あ るいは投与量別に整理する と か、 そ う い う や り 方が

あるん じゃないかな と 思います。

○上田理事 実は、 川端委員、 今 日 、 ご欠席ですが、 川端委員のご意見では、 載せるのは
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州ナだも例えば子宮囃薬“■を例硼りこ“ よ う に記謝る こ と は･ も みま り
再発防止委員会はマス と して分析する こ と であるから 、 1 例 1 例を載せるのは問題である

と伺っています。

今、 おっ しゃいま した よ う に、 確かに この例だけでは特定でき ませんが、 色々 なデータ

を集める と結びつけ られる 。 色々 な項割こついて記載があ り ますので、 ぜひ考えて欲しい

と強 く おっ しゃ られています。

また、 魚群雫委員が、 前回お話があ り ま したが、 載せる場合に、 ど う い う こ と で載せるか

わいく 説明 し･ 誤解“ない‘ う “する必要がぁ り ます。 こ の子宮囃薬“■を、 全
て載せるのか、 あ る部分だけを載せるのか、 その辺も含めて議論していただきたい。 それ

か ら 、 載せる場合に、 魚冨雫委員のご指摘の、 ど う い う こ と でこ の よ う に載せたかをやは り

整理する必要があるのではないかと 、 今回も ご意見を頂いてお り ます。

○池ノ 上委員長 いかがでし ょ う か。 やは り 、 一番問題点 と して注目 しない と いけないの

は、 勝村委員もおっ しゃいま したけれども 、 個人情報だと かその個人が特定でき る と か、

あ るいは施設が特定される と かと い う その危険になる よ う な情報と い う のは極めて我々 は

慎重でなければな らない と い う ふ う に思 う んです為

それと も う 一つは、 魚群室委員のご意見なんですが、 こ う い う こ と なんだろ う と 思 う んで

すけれども 、 何のためにこ う い う のを掲載しているか と い う こ と を 、 我々 のほ う の整理と

いいますか、 例えば透明性を担保しますよ と か、 あるいはアカデミ ッ ク にこ 副こ興味のあ

る方はアクセス していいですよ と か と い う こ と をき ちっ と書いて、 こ う い う 目 的で我々 は

こ のホームページに掲載を しますと い う よ う な こ と は、 やは り しっか り 押さ えておかない

と いけないと思います。 あま り 独 り 歩き して しま う と今度は我々 のほ う が コ ン ト ロ ールで

き な く なって しま う と い う 恐れも あ り ますので、 そ こ ら辺のご議論を少 し深めて頂ければ

な と い う ふ う に思いますが、 いかがで し ょ う か。 板橋委員、 いかがですか。

○板橋委員 我々 が ど う い う プロセスでこの再発防止策を出 してい く かと い う議論につい
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ては、 議事録があるわけです為 それを詳細に読めば、 プロ セスはある程度分かる と い う

ふ 効こ僕 自身は思っています。

一番根本的な問題は、 これが う ちの病院のケース じゃないかと各施設の先生が思われた

と き に、 こ の補償制度に対する協力の熱が逆に冷めて しま った ら と い う 、 それが一番僕は

気になるんです。 出すのは特に悪い割沈思いませんけれども 、 どの よ う 々 こ して出すかと い

う こ と を、 ど う い う 手段を使って出すかとい う こ と を考えなき やいけない し、 その コ ンテ

ンツを どれだけ絞 り 込むのかも考えなければいけない と は思っています。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 他にはいかがでし ょ う か。

○石渡委員長代理 報告書の中に書いてある こ と で判断しているわけなので、 報告書に書

いていな く て も 、 例えばオキシ ト シンを使 う 場合のイ ンフオーム ドコ ンセン ト の と こ ろな

んですよ メ為 これはな し、 な し、 っ て書いて、 不明は分か り ますけれども 、 な し と い う の

は、 実際は説明はち ょ っ と したかも しれないんですよ 、 言葉で。 緊急性がある と きや何か

はえ窓 そ う い う こ と がない と言 う と 、 1 00%ない と い う ふ う に も受け と め られますし、 で

すか ら 、 少な く と も こ のオキシ ト シンに関 しては、 イ ンフォーム ドコ ンセン ト の と こ ろを

私は削除して しま ったほ う がいいんじゃないかと思 う んです為

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 岩下委員、 何かご発言はあ り ますか。

○岩下委員 資料 5 に関 しては、 臍帯脱出、 それからその次の早剥に関連する因子のオッ

ズレシオと か、 こ う いった も の出すのは非常に有意義で、 学問的にはおも しろい と は思 う

んです為

個々 の事例に関 して一番問題なのは、 やっぱ り 陣痛促進薬使用によ る C P が これだけあ

った と い う ふ う に誤解される こ と です。 陣痛促進薬を使用 して C P みこな らない事例は全然

入っていないので、 これは前か ら言われている よ う に、 みる人によ っ て、 かな り その判断

が変わってきて しま う 可能性があるので、 先ほ ど来、 問題になっています陣痛促進薬を使

う こ と のメ リ ッ ト とデメ リ ッ ト を う ま く 客観的に判断でき な く なって しま う 可能性がある
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のかな と い う 気が します。 それと 、 個々 の事例を出すこ と みこ よ って、 ど う い う 意義がある

のか と い う こ と に関 して も 、 やは り それを見る個人に よ って 、 かな り 意見が違 う ん じゃな

いかと思 う ので、 あ く ま でもその科学的な根拠と我々 の得たデータで、 こ う い う 事実があ

っておも しろい、 またはこれから研究しなき やいけない と い う 意味では、 こ う い う 統計学

的な ものに集約 したほ う が、 ホームページに載せる場合はいいん じゃないかと思いますが。

○池ノ 上委員長 ある程度集約 したも ので、 ホームページに と い う こ と ですか。

○岩下委員 この資料 5 の 1 枚 目 と か、 3枚 目 の よ う な危険因子及び背景の比較と い う 、

こ っ ちはも ち ろんC P 々こなった集団の統計ではあ り ますけれども 、 何が しかのこの病態や

病因を示唆する も のも含まれている可能性はある と思 う んですれ

○隈本委員 そ う い う 意味では、 全体を見通したも のが こ の報告書の本文のほ う にちゃん

と した一覧表もついている し、 こ う い う 傾向がある と い う こ と み こついても分かってはいる

わけですよね。 だけ ども 、 こ の一つ一つの事例が本当に脳↑塑麻痺事例 1 例 1 例ですので、

それを大事に して分析しているんだ と い う こ と 、 それ と も う 一つは透明性なんですけれど

も 、 我々 の持っているデータ 、 プライバシーに配慮した う えで直に触れる こ と ができ る と

い う 仕組みを作る こ と 自 体は、 こ の原因分析と か再発防止に対する信頼感につなが る と思

いますけ どね。

先ほ ど申 し上げたよ う み こ 、 こ の普通版と照 ら し合わせた り して、 中には意地悪く 調べる

人がいるかも しれないので、 例えばラ ンダム化する と か、 確かに必要のない部分を削る こ

と はいいと思 う んですが、 例えば、 説明 と 同意を削る こ と は仮にいい と して も 、 書面での

同意が取れているか取れていないかぐ らいのこ と は しっか り 書いて もいいんじゃないです

かね。 ガイ ドライ ンにも あ る こ と ですし。 留意点にも ある こ と ですし。

あえて こ う い う こ と を出すよ と い う 姿勢を見せる と い う こ と が大事で、 例えば数字が多

いんじゃないかと か、 そ う い う 話は統計のほ う で、 報告書の本文のほ う で、 そ こ に引 っか

かる人がそ こでも う既に引 っかかっているわけです表為 この個別の事例を出 した ら 、 な
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にか不利益がある と い う も のでも な く て、 こ の数字その ものが、 も ち ろん、 これは脳′圏麻

痺事例しか調べてないので と い う 条件付きですけ ど、 やは り 僕 らが一回 目 の報告書で驚い

たのは、 みんな結構この三十年来ガイ ドライ ンを守って下さい と言っているのに守ってい

ない人がいる と い う こ 割こ 、 我々 も逆に驚いたわけで、 先生方も驚いたわけで、 そ う い う

意味“は‘の鬮を出すと い う "で、 あ る皺メ 'セ‐ジはも う 伝わ→ている と 思 う
んです。 こ この細かいものを出すかど う か と い う のは、 ま 割こ こ の制度の姿勢を見せてい

る よ う な もので、 それ 自体がなにか影響を与える と い う か、 具体的に不利益がある と は と

て も僕は思えないんですけ ど。

だか ら 、 特定される と い う こ と だけを心配する と した ら 、 さ っ き言ったよ う に順番をラ

ンダム化する とい う よ う な配慮を して、 ラ ンダム化しま した と わざわざ書く と か、 そ う い

う こ と で具体的な事例に特定されないよ う に してます とい う こ と をア ピールすればいいん

ではないかと い う ふ う に思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 事象の内容を合わせる と 、 こ こ にた ど り 着 く と

い う よ う な項 目 も ないこ と はないと思 う んです為 数の並びだけではな く て。 これは非常

に難しいと思 う んですけ ど、 特疋蔵縊段が、 あ るいは特定の患者さんが浮かび上が ら ないよ

う な配慮をいかにするかと 、 これはかな り 大変な作業になるかも しれませんけれども 、 そ

れは絶対にやらない と 。 今度は逆に信頼を失って しま う と 。 こ の再発防止委員会そのもの

がですね。 そ こ ら辺も ある と思 う んですが。

も う 一つは、 やは り 、 今、 隈本委員がおっ しゃった よ う に、 我々 はちゃん と一生懸輸yや

っているんですよ と い う こ と の裏付け と して、 こ の情報が出てい く し、 皆さ んが、 色々 な

立場の方がご覧になる と思 う んですけれども 、 それぞれの立場でみ られて、 極端な扱い方

にはな ら ない と みま思 う んですけれども 、 ただ、 せっか く 専門家が集まって何回も何回も議

論を重ねているんですけれども 、 別方向に独 り で走 り 出すと い う 、 そ う いった と こ ろへの

リ ス ク と いいますか、 そ う いったこ と も少 しは考えておかない と いかんだろ う 。 そ こで何
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でもかんでも公表すればよい と い う ものではない、 と い う ご意見が出てきた り している の

ではないかと思 う んですけ ど、 そ こ ら辺は ど う ですかれ いかがで し ょ う 。

○隈本委員 何でもかんでも出すものではない と い う のは、 ほん と に大賛成です。 だか ら

わざわざそ う い う こ と 出す必要ない部分を出す必要はない と思 う んです。 こ こ ら辺まで出

していいんじゃないのかな とい う のが、 落 と し どこ ろ と してはこんなもの じゃないかな と

い う ふ 引こ私は考えます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 小林委員お願い します。

○小林委員 私も資料は出す方向ではいいと思 う んですが、 それぞれ出す資料にやは り 意

味付け と 、 それか らプライバシーだけではな く て、 信頼性 と いいますか、 精度の高 さ が必

要だと思 う んですれ だから 、 具体的に議論していかない と 、 どの表を出 していいのか、

あ るいは どこ まで出 したほ う がいいのか とい う 議論は難しいと思 う んです。

例えば資料の 5 だと 、 これは疫学研究の レビュー等ですので、 と い う カギ也の文献の レビ

ューですので、 出 して も 問題はな く て、 ただ、 右側の と こ ろを出すと い う こ と " こ関 して、

どの く らいの意味付けがあるか と い う のは、 やは り 検討しない と いけない と思います。

これはも と の表が、 多分、 資料4 の47ページの表 4 - ロ ー 動こ対応している も のなので、

既に も う数字が出ていますので、 これは特に出 しても情報量と しては実は増えてな く て、

ただ、 こ のケースだけを出すこ と にち ょ っ と誤ったメ ッセージがあるかな と い う よ う な と

こ ろは、 心配はあるんですね

例えば、 小坐別なんかも 、 ほ と ん どの人は男女比 1 対 1 だ と分かってますが、 それを知 ら

ない人がみる と 、 どち らかが多いんじゃないか と か、 そ う い う こ と を思って しま う 場合も

あ り ますし、 男蛔鬮ですよれ これは、 つま り 男 と女が '翹 ぐ らい と だいたぃ分か一
ているか らいいんですけ ど、 も しそれを知 らない人がみた ら鬮を どち らかの方向 ,勘違い
するかも しれませんし、 そ う い う 比較の対象がない とやは り 議論でき ないのが一番右側の

列なんですれ ですからそ こ ら辺を どこ までメ ッセージを持って出すかと い う こ と はある

59



かと思います。

それか ら逆に子宮収縮薬の話は、 恐 ら く 、 先ほ どの総合的な判定と い う と こ ろで、 109

ページの表4 一円- 1 、 これの個票レベルのデータ を出 している と い う こ と なので、 ある

意味であったほ う が説得力はある と思います。

ただ、 逆に言 う と 、 こ の表で言いたいのは初期投与量と増加量と最大投与量と モニタ リ

ングですので、 そ こだけあればいいよ う な気も します。 逆にた く さ ん出すこ と "こ よ って、

一つはプライバシーの問題がある し、 も う 一つはこの記録の十分、 不十分と い う の と か、

あるいは説明 と 同意、 特に書面ではない場合に結構その判定が難しいですよ 浅為 どこ を も

っ てそ う い う ふ う に判定したんだと い う こ と を言われた場合に、 自信を も ってそれに反論

でき るか。 それに反論でき ない と 、 情報が今後出てこな く なって く る可能性も あるわけで

す為 あるいは逆に、 非常に簡単な と い う か、 簡易な説明で、 説明 と 同意は した と い う よ

う な記載が今後増えて く る と 、 それは間違った方向に行く 可能性も ある ので、 そ こ ら辺の

と こ ろを、 やは り 1 個 1 個表を吟味していかない といけないかな と い う ふ う に思います。

O隈本委員 今螂ぺ-ジか番下の と こ ろに 説明 と 同意の有無量で、 も う既数
字は出ているんです為 も ちろん、 色々 な情報が 1 枚の表に入っている と あれだと い う 意

見はその通 り だ と思いますし、 これは単に脳′圏麻痺が起きたも のだけ しか調べてない と言

刻ま、 その通 り なんですけれども 、 そ う 思ってみれば参考になる と い う か、 ま さ み こ姿勢を

示すだけの こ と なので、 既に一覧表になっている ものの個票を出すだけなので、 そ う い う

ふ う に皆さんでご判断頂き たいな と い う ふ う に思います。

○勝村委員 僕 と しては、 こ の表を出すこ と で、 みんなが こ っ ちをみる と い う こ と は、 僕

は普通知る限 り あ り 得ない。 こ の表を基にこ の こ と を出 している と い う 担保が大事なので

あって、 これは委員長の判断で、 これは委員会全体の こ と に関わるので、 僕たちはこ の表

をみて議論したんですよ。 と い う こ と を伝えてい く と い う こ と の大事さ と い う ものは、 僕

はすごく 大事に会議と しては して欲しい。 こ の表をみて議論した と い う こ と を議事録と 同
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時に本当は議事資料も出 してい く と い う こ と です。 だけ ど、 プライバシーに配慮して出せ

ないものは出せないけ ど、 でき る だけ、 そ う やっ てプライバシー、 プライバシー と いって 、

結局、 何も 出せない と い う 形ではな く て、 でき るだけプライバシーの問題がない と こ ろで

出せる も のは出 していき ま し ょ う よ と い う こ と で、 僕たちはこの表を基に して議論しま し

た と い う ものを載せてお く と い う こ と の大事さ を僕は言っている のであって、 こ こ み こ書い

てある これを出すこ と で何力瀑影響が変わる と か、 そんなこ と は僕は基本的にないと思いま

す。 誰も見ない と い う こ と は、 誰もみない と い う こ と ではな く て、 誤解をする よ う な人が

みない と言っているんです。 だから 、 みたい人は何を基に しているんだ と思 う 人たちです。

それはどんな厚労省の会議でも 、 基の議論の議事の資料と い う のは、 き ちん と こ う い う 資

料を配って こ う い う議論を してこんな報告書になったんだ と示すわけです。 だけ ど、 みん

な報告書しか読まないでし ょ う 。 普通の人はね。

と こ ろが 、 すご く その報告書に対してアカデ ミ ズムに、 自 分だった ら 、 と 、 再発防止に

ついて考える ぐ らいの大学の先生と かもお られるわけで し ょ う か ら 、 じやあ基のデータは

ど う だったんだと い う 、 そ こはアクセスでき ないよ う に して しま う と い う こ と はすべき じ

ゃない と い う 、 そ う い う 何か哲学の問題だと思 う ので、 こ の こ と で国民が ど う だああだ と

い う 議論ではないと思 う んです。 そっ ちは報告書の議論だと思 う んですよね。

○池ノ 上委員長 はい、 あ り が と う ございま した。

○岩下委員 僕はち ょ っ と意見が違って、 やは り 個々 の事例を掲載する こ と の意味が、 や

っ ぱ り 先生が言われたよ う に、 誰もみない と い う のである と 、 掲載する こ と の意味合いが

不明確だと思います。 これを文書で送る な り 、 ホームページに掲載する こ と るこ 、 姿勢 と し

て、 こ う い う ので分析しま した と い う こ と を言いたいのか、 それ と も個々 の事例がこ う い

う も のがあった と い う こ と で、 皆 さ んよ く みて下さい と 、 なにか注意すべき こ と を こ こか

ら読み取って下さい と い う のか、 それも分からないので、 あま り 個々 の事例を提示する こ

と は意味がある のかど う か分か ら ない と思います。 それから原因分析委員会の方のマス ク
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バージ ョ ン と い う のがあ り ますね。 あれは各医療機関に送っているんで したか。

○池ノ 上委員長 当該分娩機関でし ょ 。

○事務局 開示請求があった場合に開示を してお り ます。

○岩下委員 マス クバージ ョ ンでは個々 の事例についてかな り 詳し く 書いてあ り 、 ア クセ

スはでき るわけですから 、 こ の再発防止委員会 と い う 意味合いで個々 の事例を載せるので

な く 原因分析委員会のほ う で検討すべき課題であ り 、 再発防止委員会の再発防止 と い う 意

味か ら言って ど う なのか と い う のが私の意見です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 私も ち ょ っ と そ こがひっかかる部分があって、

これは原因分析委員会がやる仕事なのか、 再発防止委員会がやる仕事なのか、 あ るいはひ

ょ っ と した ら再発防止委員会が原因分析委員会の仕事に何か立ち入る のかな とい う 、 僕の

個人的な感触ではあるので、 そ こ ら辺は機構の組織と しては ど う なんですかね

○隈本委員 こ こ に、 本報告書に引用 している図表の個票ですから 、 ま 割こ こ っ ちの仕事

でいいん じゃないですか

○上田理事 確かに、 会議で資料を出すこ と はよ く 分か り ますが、 ただ、 産科医療補償制

度においては、 分娩機関か らの理解と協力によ り カルテな どを提出 して頂いて、 そ してそ

の中で適正な原因分析や再発防止を行っています。 我々 と しては、 こ の制度を運用する立

場と して、 も ち ろん、 透明性を図るため、 でき る だけ情報を出すと い う こ と のは基本であ

り ますが 、 も う 一方、 分娩機関から もやは り ご協力頂 く こ と が適切な原因分析 ･ 再発防止

につなが り ますので、 確かにこ こでは特定されませんけ ど、 色々 な形で特定される と ど う

だろ う か。 そ う します と 、 石渡委員長代理や川端委員な ど、 医会の関係者にはでき るだけ

ご協力頂き なが ら進めていきたいと思ってお り ますので、 そ う いった点が他の会議の資料

と違います。 それぞれ個別の資料ですか ら 、 こ う その点を配慮しな く ではと思います。

○隈本委員 それはま さ に どこかの妥協点を見出 さ なき やいけないんですけ ど、 例えばイ

ンフォーム ドコ ンセン ト と か記録に関 して削除して、 個票を載せる と い う ぐ らいな感じだ
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と 、 そ う です。 要する に、 何かよ く ないお医者さ んを非難する と い う よ う な一覧表にみえ

る と い う 、 そ う い う 誤解を防ぐためだった ら 、 イ ンフオーム ドコ ンセン ト と かの記録につ

いては削除する と い う の も僕はあ り だと思いますけ ど、 その辺でいかがでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 恐ら く 、 色々 な資料があって、 その資料を読むと き にある種の説明がな

い と よ く 分から ないな と い う よ う な部分と 、 も う 説明がな く て もそれをそのまま見て分か

る と い う 部分 と が入 り 混じっている と思 う んです為 さ っ き魚輛澤委員のご意見で したっ け、

こ こ ではこ う い う 目 的でこ う なんだ と い う よ う な説明をそれぞれにつけて、 そ して先ほど

から意見が出てお り ま した透明性を担保する と か、 こ の委員会の信頼性を高める と か、 そ

して医会の先生方と か、 色々 な協力をして も らわなければいけない診療所の先生方たちに

と っては、 何のベネフィ ッ ト も ない とい う よ う な こ と み こな ら ないよ う な、 そ う い う 配慮も

併せて この項 目 を少 し削除する と こ ろは削除する と 。 しかし、 こ う い う も のをき ちっ と

我々 は資料と して何回も議論を重ねてき ま した と いのがちゃん と通 じる よ う な 、 そ う い う

こ と を考えない と いけないと思 う んです為

ど う で し ょ う ね。 診療所の先生方が、 こ う い う こ と が出て、 と んでも ない と い う 反応が

た く さ ん出て く る で し ょ う かね。 産科医療ネ酬賞制度、 そ もそも始ま る と き にあま り 協力を

も ら えな く て、 石渡委員長代理が相当全国行脚されて色々 な と こ ろでお話を されて、 結果

的には今のよ う な状況なっているわけですけれども 、 そ こ ら辺の感触って、 先生にお聞き

する のも酷かも しれませんが。

○石渡委員長代理 いつかこの産科医療ネ靴賞制度に加入するかしないか と い う こ と で、 ど

う い う ふ う に した ら多 く の医療機関が加入しても ら えるか と い う こ と をずっ と考えていた

と き に、 やは り 医療事故が起きた と き にそれが非難される 、 要する "こ過失認定する と かそ

う い う こ と があっては困る と い う こ と と 、 やは り 小 さ な地域ですと 、 こ の病院だと い う こ

と が特定されちゃ う んですね そ う い う こ と ついて連携を しない と い う か、 それは分から

ないよ う な方向で、 原因分析も大事だし再発防止も大事だけれども 、 協力する と い う 結果
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があったこ と は間違いないんですよ。

そ う い う 医療機関に対して、 やは り 今脳↑馨麻痺とい う のが本当に分か らない部分がた く

さ んあって、 今後、 脳小型麻痺を減少 させてい く と い う のは私たち産婦人科医の責任だか ら 、

こ の部分で個別のそ う い う 医療機関が分からないよ う な方向で資料をき ちん と 出 して も ら

って 、 それで分析して、 その う えで集大成した ものを出すと い う 、 そ う い う 形でコ ンセン

サス を得たんですよね。 だから個々 の事例の個々 の医療機関の こ と を全部羅列 していき ま

す と 、 やっぱ り 特定されちゃ う んです裏為 マスキングした原因分析委員会の報告書も 、

これは全部が手に入れられるわけ じゃな く て、 要する に、 科学的に分析した り と か、 色々

な 目 的があって入手する こ と はでき る けれども 、 今度の この場合は、 全部誰でも分かっ ち

ゃ う わけですよね、 全ての人に。 要する に、 欲 しい人だけが得られるんではな く て、 ほ し

く ない人にまで行く わけです黄熟

そ う い う観点か ら考えてい く と 、 やは り 個々 の医療機関が特定でき る よ う な ものはなる

べ く 出 さ ないほ う が よ ろ しいのではないかと思いますし、 そ う しますと 、 やは り 原因が分

から な く なって く る こ と も ある し、 ただ、 個々 の医療機関には原因分析委員会の報告書が

き ちん と行っているわけですから 、 それはそれな り に再発防止 とい う 意味においては効果

が出ている と い う ふ う に思 う んです為 ですから 、 こ の委員会 と して、 あま り 細かいそ う

い う データ まで、 私たちはそ う い う データ を基に して こ のよ う な議論を しているわけだけ

れども 、 その基 と なったその資料全て出すと い う こ と に関 しては、 多分、 医会の先生方の、

特に個々 のそ う い う 事例に当たったそ う い う 医療機関においてはなかなか賛同は得られら

いんじゃないか。 む しろそ う い う こ と が分かってき ますと 、 も う 協力 した く ない と い う と

こ ろ も 出て く る 、 かえって この制度が立ち行かな く なってい く んではないかと い う よ う な、

そ う い う 心配もなき に しても あ らずい う と こ ろです為

○池ノ上委員長 あ り が と う ございま した。

○隈本委員 先生のご苦労も よ く 分かる し、 こ の制度に対する一部の批判がある と い う こ
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と も よ く 分かった う えで申 し上げたいのですけ ども 、 そ う い う こ 割ま、 ある意味折込みず

みで、 こ の産婦人科の世界が 自浄作用 と い う か、 レベルの向上のためにやっていこ う と い

う 、 そのプロ フェ ッシ ョ ナルと しての 自律性みたいもの、 そ う い う も のの制度、 こ の現れ

です黄熟 そ う い う 意味では、 実際には全然特定されないんですよ。 も しこ のまま出 した

って、 例刻まこ の投与量の数字と何か色々 なものをク ロ ス して調べて、 何かこ こ と い う ふ

う に特定する努力を しない眼睨ま。 それを した と して も 、 ほ と ん ど普通は絶対出て こ ない

わけです黄為 ただ、 こ う やって個別に出る と特定される と い う よ う な 、 ためにする托鮮月

をする人はいる と い う こ と は分かった う えで申 し上げるのは、 やっぱ り この制度はそ う い

う 逆風をある程度折込みずみで、 それでも 自分たちの力でも っ と よ り よい産科医療を実現

したい と いって始まった制度なので、 ま さ に姿勢を見せる と い う こ と と して こ の数字を出

して、 それでもいいん じゃないかな と 。 その辺の と こ ろまではやっても大丈夫なんじゃな

いかな と い う ふ う に思 う のですが、 そ こ はも う 先生方のお気持ち次第と い う か、 腹次第だ

と僕は思います。

○池ノ 上委員長 やは り 特定されないよ う に と 細心の考慮を払 う 。 その施設な り が、 石渡

委員長代理がおっ しゃった よ う に、 地方に行けば数は少ないわけです黄熟 その件菱挽 そ

う する と 、 そ こ に何か特徴的なこ と がある と 、 それがやっぱ り 分かって く る と い う よ う な

こ と がない と は限ら ないと思いますので、 極力特定されそ う な因子、 それから説明がない

と非常にメ ッセージ と い う か、 資料その も のの持っている意味が伝わ ら ないよ う な項 目 、

そ う いっ た と こ ろ をも う ち ょ っ と作業を させて頂いてです為 これは締め切 り はないんで

すね、 報告書は 日産婦の前。 これも締め切 り “まあるんですか。 ホームページに出すと い う

のは。

○上田理事 公表する際にホームページに載せますので、 ですから 、 も う 少 し時間があ り

ます。 ただ、 委員会を開いて議論する のか、 あ るいは案を作って、 各委員にご相談しなが

ら進める のか。
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○池ノ 上委員長 やは り こ う い う 資料が正しい意味で役に立つ、 我々委員会に と って も 、

それから社会に と っても役に立つ資料と して掲載される よ う なその形態をも う ち ょ っ と整

理して頂いて。 小林委員が さ っ きおっ しゃったよ う に、 メ ッセージ性がある のかど う か と 。

それから 、 それがアカデ ミ ッ ク に も十分価値がある メ ッセージ と してあるのか。 それから

も う 一つは、 勝村委員や隈本委員がおっ しゃ る よ う に、 こ の委員会の信頼性をき ちん と担

保でき る よ う な資料と して出せるのか、 そ う いった と こ ろを も う 少 し整理を して頂いて、

こ のままで出すと まだ混乱がある と い う 、 そ う い う ご意見がた く さ んある よ う です。

○勝村委員 報告書について、 どこ が混乱するんですかね 何かち ょ っ と全部具体的 じゃ

ないので、 何を。

○石渡委員長代理 確かに、 具体的ではないんですよ。 それで、 脳小型麻痺と い う 一括 り の

そ う い う集団を私たちは分析しているわけで、 大体脳小型麻痺と い う のは1 , 000例あってせ

いぜい 2例 ぐ らいですよ ヌ為 ほ と ん どがそ う い う も のではな く て、 正常なこ と を扱ってい

るわけで、 そ こ のバッ ク グラ ウ ン ド と い う も のがなかなか一般の方がみた と き に分か り づ

らいと思 う んですよ。

例え "湖離壇麻痺の事例だけ取って く れば、 オキシ ト シンを これだけ使っているんだか ら 、

オキシ ト シン と い う のは非常に危険なものだ と い う ふ う に一般の方たちは受け止めやすい

と 思 う んです為 そ う する と 、 医療機関で本当にオキシ ト シンを使わない と かえって赤ち

ゃんのためにはよ く ない と い う 事例はた く さ んあるわけなんで、 その と き に、 いわゆる患

者さ んに説明はしますけれども 、 むやみに心配する人がいる こ と も 間違いないんですれ

で、 医療が非常にや り に く い。 ほん と はこ う い う ふ う に してあげたほ う が結果的にはいい

んだけれども 、 患者さ んが不安がってなかなかやれない。 そ う い う 事案も出て く る んです

れ

ですから 、 初めからの こ と で蒸 し返してあれなんですけれども 、 やは り 資料を出すと い

う のにはそれな り の配慮を していかない と 、 かえって一般の方たちへの ミ ス リ ー ド 凌こなっ
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て しま う と い う こ と が起こ り う る ので、 その辺を懸総ミ しています。

○勝村委員 でも 、 も う 1 1 1ページ と かに出ています長為 だから 、 オキシ ト シンが ど う

い う のか、 報告書の中に。 だか ら ほん と みこ これをプラスアルフ ァ して も違わないん じゃな

いかと思 う んですよね、 ほん と をこ。 何かも っ と報告書のほ う で隠されているんだった ら 、

報告書に何も書いてないんだった ら別ですが、 報告書には出すべき ものは全部出ている と

思 う し、 やは り 僕は議論した基のデータ を出 さ ない と い う のは、 非常に委員会全体の感覚

と して危険なこ と だと思 う んです。 僕は、 そ う い う こ と をあ り み こ して しま う と 。

しかも今回の第 3 回の再発防止委員会に関 しては、 こ う い う 資料をま と めて頂いた 4種

類ぐ らいのデータ と い う も のをまず出 して頂いて、 その う えで議論した と い う こ と が非常

みこ大き な こ と だと思いますし、 こ う い う 表こそ僕は報告書に載せるべきだと ほん と み乙思っ

た し、 報告書と してン為 報告書自体も なかなか一般の人は読めないですよ。 その報告書を

読むだけでも大変だろ う し、 さ ら に こ こ まで行く と い う こ と は一般の方々こは みま と ん どない

かも しれない。 やっぱ り そ う い う 色々 な厚労省の委員会のそ う い う も のの、 毎回ま と めて

いる資料まで誰もなかなか読めないですけ ど、 そ こ はやっぱ り 出 していっている意味と い

う も のは、 すご く 僕は大事な意味がある と思っている ので、 そ こ を簡単みこ変える と い う こ

と は、 僕は非常みこ危ないこ と だと思 う んですけ ど又為

○上田理事 今 日 の議論は、 何も載せない と かでな く て 、 流れと しては載せる方向で行き

ま し ょ う と なっている と 思います。

ただ、 全部こ のまま出すのか、 先ほ ど小林委員か ら も ご指摘があ り ま したが、 そ う い う

点を議論していただきたい と思います。 すみません、 時間があ り ませんので、 本来な ら も

っ と議論しない と いけないのですが、 も う 一度私ども事務局で整理致します。 そ して併せ

て この表について どのよ う なこ と を考えて載せたかと い う メ ッセージな ども き ちん と整理

する必要がある と思います。

これまで子宮収縮薬については、 ガイ ドライ ンが示 されなが ら 、 その初期投与量、 増加
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量、 最大投与量が多い、 モニタ リ ングされていないこ と が課題と な り 、 今回も全体の状況

を表で示しています。 それを個別の表によってこ う い う 実態ですと示すこ と は非常に大事

かも しれないんですが、 も う 少 し 目 的について説明 して、 それで、 まず、 確実に一つずつ

取 り ;組んで、 それで医療関係者にも理解して頂き なが ら 、 取 り ま と めてい く こ と でいかが

で し ょ う か。

載せない と い う こ と ではな く 、 載せる こ と " こ関 して、 全てなのか、 一部削除して整理を

するか、 そ して 目 的性をき ちん と説明する こ と の議論を して頂きたい と思います。

○勝村委員 目 的性こそが報告書だと思 う んですよ。 目 的が しっか り している ものが報告

書であって。 と こ ろが、 運営委員会でも他の委員会でも 、 1 回 1 回、 別に報告書じゃない

け ども 、 その と き に出た議事資料も全部ア ップしていますよ メ為 普通の委員会だった らね。

○上田理事 ですから 、 委員会では議事資料をア ップしてますが、 こ の よ う な個別の事例

は出 してお り ません。

○勝村委員 これは個別の事例ではないと思いますから。

○上田理事 でも 、 一人一人のそれぞれの事例です。 そ こ が運営委員会の会議資料は と違

います。

○隈本委員 では、 二つだけ提案させて下さい。

一つは、 その通 し番号と色々 ク ロ スチェ ッ ク で探られる と い う こ と のないよ う に ラ ンダ

ム化する と い う こ と と 、 あ と 、 その説明が必要な場合ですね、 これはこ う い う数字であっ

て 、 例えば全体で言えば 7 割は子宮収縮薬を使っていませんよ と 。 使った 3 割についての

個票であって、 これが全てではあ り ませんみたいな文章を書いて、 それを ｢はい、 分か り

ま した｣ をク リ ッ ク しない と見 られないよ う みこすればいい。 これはがん拠点病院の治療成

績の公法きの と き にそ う い う 手法が使われています。 よ く 説明を して、 その説明に ｢はい一

と分かったク リ ッ ク を しない限 り 、 その生データが出て こない。 そ う い う よ う なプロテク

ト をかけて 、 要する に、 これはあ く まで個票をみて何かその ものを考えたい人用の もので
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あく 。“数字、 例えばさ ‐ き “■男‐信う け ども 、 そ もそも ' 対祁鱗男性
になる も のが普通ですと か、 数字が非常に少ないので統計的には偏った数字になる と思い

ますみたいなこ と までちゃん と説明 しておいて、 それをク リ ッ ク しない とデータ にアクセ

スでき ないよ う にプロテク ト をかけてますと い う ふ 効こ言えば、 そのためにする勃鮮りは免

れる じゃないかと思います。 ぜひその二つは提案したいと思います。

○池ノ 上委員長 やは り 、 今、 お話がずっ と深まっていって、 大体ホームページに掲載す

る と い う 方向では、 温度差はあ り ますけれども 、 まず、 皆 さ んの コ ンセンサスが前回 と今

回 と で得られているん じゃないか と思います。

あ と 、 その内容ですけれども 、 やは り 個人が特定されない、 当該施設が特定されない と

い う こ と を考えて、 その配慮の う えで掲載する と 。 そ う い う 作業を事務局でも ってやって

頂 く 。

やは り 医会側の意見と しては、 実際には何も起こ ら ないのだと思 う んです。 具体的には

ですね ただ、 受けるイ ンプレ ッ シ ョ ン と い う のが非常に大きいんだと思 う んです。 1 例

1 例全部バー ッ と 出てき ま した と い う と 、 何やってる の、 これ、 と い う そ う い う 段階で理

解を して しま っ て行動に移る と い う よ う な人が出て く る かも しれない と い う と こ ろを、 そ

う い う こ と 々 こな ら ないよ う な前文な り 、 その前提と して、 こ う い う 目 的でこ う い う こ と で

これは掲載致しま した と い う こ と を も う 少 し事務局のほ う で考えて頂いて、 そ して先ほ ど

か ら ご議論頂いてお り ます各委員の皆様方の趣旨がき ちん と反映される よ う な、 そ う い う

方向で行きたい と い う ふ う に思います。 事務局にまた大変なお仕事をお願い しますけれど

も 、 よ ろ しいで し ょ う か。

○石渡委員長代理 色々意見を言 う 人はお り ますけれども 、 非常に偏った意見を言 う 、 そ

う い う 人たちがある グループの中にいる こ と も間違いないんです長為 この方たちに産科

医療制度その ものを根底から否定している人も 中にはいるので、 そ う い う材料に された く

ない と い う こ と が一つ。
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それか ら も う 一つは、 先ほ どプロ フェ ッ シ ョ ナルオー ト ノ ミ ーの話があ り ま したけれど

も 、 あれは僕たちはやっているんです黄熟 個々 の事例は、 確かにこ の案件か らは特定で

き ないよ 引こなっ てはいる けれども 、 医会は別の方向でそ う い う 事例が挙がって く る んで

すよ 。 それについては支部 と協働して医療機関に対して個別指導する わけなんです。 そ う

い う プロ フェ ッ シ ョ ナルオー ト ノ ミ ーをやっているんです。

ただ、 そ こで、 じや あ これは改善されないから 、 も う こ こ の医療機関は廃院だと か、 も

う やめな さい と か、 そ こ までは、 今、 ペナルティ と いいますか、 でき ませんけれども 、 将

来は考えている こ と 間違いないんです。 ですから 、 専門の私たちのほ う にある程度任せて

欲しい と い う 部分も あるんですね。

○勝村委員 僕は情報をき ちん と 出せてないか ら変な反論を食 ら っ ている と思 う んですよ 。

偏った反論を している人たち と い う のは、 情報が非常に間違っている ので、 情報をき ちん

と 出 してい く こ と で、 いかにプロ フ ェ ッ シ ョ ナルオー ト ノ ミ ーをき ちん と 医会の人たちが

やっているかと い う こ と のほ う が証明でき る と僕は思 う のに、 何か逆に迎合して しま う よ

う な感じ るこなっ て しま う よ う な気が してな り ません。

僕の今のま と めですが、 最終的に これ以上やって も時間的に申 し訳ないのであれですけ

れども 、 池ノ 上委員長のま と めには、 大概のま と めには納得してきたんですけ ど、 今のま

と めは僕はち ょ っ と納得でき ない と い う こ と と 、 今 日 の議論に して も 、 僕は1 ) のテーマに

沿った分析についてが終わった後に、 これまでの経轍緯か らする と 、 議事自体が公開 される

のかな と思っていま した し、 だか らやっぱ り 情報公開はでき るだけき ちん と してい く と い

う こ と を しなき やいけない と い う こ と を も っ と根底に持っておかない と 、 その う えでやっ

ぱ り 真摯な議論を してい く と 。 でき る だけ政治的でな く て、 糸餅響こ科学的に議論している

んだ と 、 何よ り も科学的なものが勝ってい く んだ と 、 事実が ど う なのか と い う こ と をき ち

ん と示 してい く こ と を しない と 、 逆に色々 な意味で揚げ足を取られてい く と い う こ と を こ僕

はなる と 思 う ので、 やは り ま っすぐに行ってお く べき だ と僕は思います。
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○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 今、 おっ しゃった非常に特殊な動き をする よ

う な人たちがいる と い う 人たちに正しい情報が入っていない と 、 これも こ のまま出ていっ

ちゃ う と正し く 伝わ らないかも しれないんですよ メ為 だから 、 それに対してちゃん と説明

文と か、 これはこ う い う 意味でこれを出 しま した と い う よ う な こ と をき ちん と併せて出 さ

ない と 、 また、 石渡委員長代理のおっ しゃったよ う な と こ ろに行っ ちゃ う かも しれない と

い う こ と も あ り ますので、 そ こ ら辺を少 しまた事務局で考えて頂いて、 申 し訳ないですけ

れども 、 誤解されないよ う な出 し方 と い う こ と をお願い したい と思います。 よ ろ しいでし

ょ う か。 すみません、 また、 今 日 も不手際で一時間延びて しまいま した。

あ と 、 何かあ り ま したっ け、 事務局のほ う で。

○事務局 (原) 本 日 、 参考と してお配 り しま した再発防止に関するアンケー ト の集計結

果ですが、 本 日 はあ く まで速報と してご報告を してお り ます。 と いいますのは、 2 月 1 5 日

でいったん締め切 り ま して この よ う に集計を してお り ますが、 その後もぱ らぱ ら と まだ20

~30来ている状況です。

また、 フ リ ー記載欄ですが、 例えば問14の今後取 り 上げて欲しいテーマは何ですかと い

ったフ リ ー記載の回答について、 まだ集計ができてお り ませんので、 次回、 改めて確定版

の報告を させて頂きたい と思います。

ただし、 L点、 今回の第 3 回報告書を送付する にあた り 関わる部分があ り ますので、 そ

の点だけ確認を させて頂き ます。

一番裏の間15ですが、 これまで第 1 回、 第 2 回の報告書は、 病院であって も助産所であ

って も各 1 冊しか送付してないんですが、 それで足 り ていますかと い う 質問を しています。

回答をみる と 、 助産所では 9割が足 り ていますと い う 一方で、 病院では半数が足 り ません

と の こ と で、 こ の間15の一番下、 具体的な必要部数を示しています。 こ の部数について、

平均を計算する と病院が2 . 3冊、 診療所が1 . 5冊、 助産所が1 . 1冊 と い う こ と ですので、 第

3 回報告書については、 病院については各 3 冊、 診療所については各 2 冊、 助産所につい
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てはこれまで通 り 各 1 冊と い う こ と で送付したいと思いますので、 よ ろ し く お願いを致し

ます。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

○村上委員 今の配布の こ と &こっいてですけれども 、 助産職で研修会をや り ます と 、 ドク

ターがみんな持って しま っ て、 助産師に回って こ ない と い う 意見が と て も多いんです。 な

ので、 その辺も ち ょ っ と 配慮して頂ける と あ り がたいな と思います。

○池ノ 上委員長 はい、 あ り が と う ございます。 よ ろ し く お願いします。

他に何かご発言がございますか。 全体を通して。 はい。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 また時間を超過して しまいま して、 申

し訳ございませんでした。 今後、 最終の報告書をま と め る と い う 作業に入って も らいます。

それ と 、 先ほ ど、 ち ょ っ と宿題がまた出ま した。 ホームページ掲載の件について も事務局

で頑張って も らお う と い う ふ う に思います。 ど う も先生方あ り が と う ございま した。
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